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序     文 
 

 日本国政府は、エルサルバドル共和国政府の要請を受けて、日本の協力重点地域であるエルサ

ルバドル共和国東部地域をモデル地域として位置づけ、当該地域の観光委員会及び観光協会の能

力強化と地域の特性や資源を活用したコミュニティ観光開発を推進することを目的とした技術協

力プロジェクト「東部地域観光開発能力強化プロジェクト」を 2010 年 7 月から 3 年間の計画で実

施しています。 

 今般、本プロジェクトの終了を受け、協力期間における活動が期待された成果を発現するため

に適切に実施されたか確認することを目的とし、2013 年 2 月 10 日～2013 年 3 月 2 日まで、終了

時評価調査団を現地に派遣致しました。 

終了時評価はエルサルバドル共和国側のカウンターパートと合同評価調査団を構成して行わ

れ、その結果を合同評価レポートとして取りまとめ、エルサルバドル共和国側調査団と日本側調

査団との間で署名交換を行いました。 

 本報告書は、終了時評価調査及び協議結果を取りまとめたものであり、プロジェクトの実績、

成果、活動の持続性確保や協力のインパクトを評価、確認するとともに、今後のプロジェクト活

動に対する提言及び今後の類似案件実施にあたっての教訓を導くことを目的として作成されまし

た。 

 調査団派遣にご協力いただいた日本・エルサルバドル共和国の関係各位に対し、深甚の謝意を

表すとともに、引き続きのご支援、ご協力をお願い申し上げます。 
 

平成 25 年 5 月 
 

独立行政法人国際協力機構 
産業開発・公共政策部長 入柿 秀俊 
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評価調査結果要約表 
 
１．案件の概要 

国名：エルサルバドル共和国 案件名：東部地域観光開発能力強化プロジェクト 

分野：民間セクター開発 援助形態：円借款附帯技術協力プロジェクト 

所轄部署：産業開発・公共政策部 産業・

貿易課 民間セクターグループ  
協力金額（評価時点）：約 2 億 1,000 万円 

協力期間 （R/D）： 2010/07-2013/07 先方関係機関：観光省・観光公団 

（延長）： 日本側協力機関：観光分野課題支援委員会 

（F/U） ： 他の関連協力： 

１－１ 協力の背景と概要 

エルサルバドル共和国（以下、「エ」国と記す）は、2004 年～2009 年の行政計画に基づき、観

光開発を国家経済開発における重要な分野と位置づけ、経済活動の活性化と雇用拡大、首都と地

方の経済格差の是正、地場産業の振興・促進を推進するために、関係機関としてエルサルバドル

観光公団（Corporación Salvadoreña de Turismo：CORSATUR）、エルサルバドル観光機関（Instituto 
Salvadoreño de Turismo：ISTU）、エルサルバドル国家文化委員会（Consejo Nacional para la Cultura 
y el Arte：CONCULTURA）、現・文化庁（Secretaria de Cultura：SECULTURA）に加えて、2004 年
には当時のサカ政権発足に合わせて観光省（Ministerio de Turismo：MITUR）を設置し、2005 年
には観光の基本法である｢観光法｣の制定、2006 年 2 月には具体的な目標を含む「国家観光計画

2014」を策定した。また、全国の各市に地域の観光活動の推進を目的とした官民からなる地域の

代表者グループ観光委員会（Comité de Desarrollo Turístico：CDT）を設置し、積極的な観光振興

を行っている。 
一方、「エ」国においては、開発された観光地の多くが西部地域に偏っており、東部地域にお

いては、火山や湖、ラグーン、湿原、マングローブ林、ビーチなどの豊かな自然や、少数民族の

文化、遺跡などの潜在的観光資源がありながら、観光地としての整備が遅れているため、民間投

資を誘引するための魅力に欠けている。また、地元の CDT や観光協会（Asociación de Desarrollo 
Turístico：ADT）も観光開発には意欲的であるが、開発の実務経験や資金手当てなどについての

知識や経験が不足している。さらに CDT を統括する CORSATUR についても、地方主導による観

光開発を推進するために設置された CDT を効果的・効率的に支援するための方策が整っておら

ず、その支援能力の強化が求められている。 
このような背景から、日本の協力重点地域である「エ」国東部地域をモデル地域として位置づ

け、地域の CDT 及び ADT の能力強化及び地域の特性や資源を活用したコミュニティ観光開発を

推進するため、2010 年 7 月より 2013 年 7 月までの 3 年間の予定で技術協力プロジェクト「東部

地域観光開発能力強化プロジェクト」が開始された。 
本プロジェクトは、MITUR、CORSATUR 及び CORSATUR の下部組織である観光公団出先機

関（Centro de Amigos del Turista：CAT）をカウンターパート機関として、「エ」国東部地域におい

て官民連携による地域コミュニティに裨益する持続可能な観光開発の体制を構築するための取

り組みを行ってきた。 
2012 年 6 月に実施された中間レビュー評価では、プロジェクト活動の進捗の確認とプロジェク

ト終了までの課題の整理が行われた。その結果、プロジェクトの活動はおおむね計画どおりに実
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施されていることが確認できた。他方、プロジェクト目標達成に対するいくつかの課題が確認さ

れたため、有効性や持続性については中程度の評価がなされ、その後のプロジェクト活動に対す

る提言が示された。 
本終了時評価調査では、2013 年 7 月のプロジェクト終了を控え、プロジェクト活動の実績、成

果の達成状況等を評価 5 項目に基づき評価、確認するとともに、プロジェクトの残りの期間の活

動及び終了後の運営に向けた提言、今後の類似事業を実施するうえでの教訓を導くことを目的と

した。 
 
１－２ 協力内容 

(1) 上位目標 
東部地域において地域特有の資源を生かしたコミュニティ・ツーリズムが確立される。 

(2) プロジェクト目標 
東部地域において地域コミュニティに裨益する官民連携による持続可能な観光開発の体

制を構築する。 
(3) 成果 
1. 東部地域の観光開発の方向性が導き出される。（ガイドライン）  
2. パイロットプロジェクト地域におけるパイロットプロジェクト実施を通じて地域独自の資

源を活用した観光開発に係る知識が向上する。 
3. パイロットプロジェクト地域の CDT/ADT の能力が向上する。（CDT と ADT の能力強化） 
4. MITUR 及び CORSATUR におけるパイロットプロジェクト地域の CDT/ADT 支援能力が向

上する。（MITUR/CORSATUR 能力強化） 
5. CDT/ADT の活動モデルが開発され、東部地域に普及される。（モデルの開発と普及） 

 
(4) 投入（評価時点） 
＜日本側＞総投入額 約 2 億 1,000 万円 

長期専門家派遣： 6 名 機材供与    約 309 万 2,000 円 
ローカルコスト負担： 約 3,288 万 2,000 円（2012 年 12 月末日時点） 
研修員受入れ： 6 名 

＜相手国側＞ 
カウンターパート配置： 12 名（中央レベル 10 名、プロジェクトサイトレベル 2 名） 
土地・施設提供： プロジェクトオフィス（中央レベル及びプロジェクトサイト

レベル） 
ローカルコスト負担： 39 万 5,608.65 米ドル 

 

２．評価調査団の概要 

調査者 担当分野 氏 名 所 属 

総  括 上田 隆文 JICA 国際協力専門員 

協力企画 松崎 夏奈 JICA 産業開発・公共政策部 産業貿易第一課 

評価分析 小泉 香織 株式会社ティーエーネットワーキング 

通  訳 三島 玲子 JICA メキシコ事務所登録通訳 
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調査期間  2013 年 2 月 10 日～3 月 2 日 評価種類：終了時評価 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

【プロジェクト目標の達成見込み】 
・プロジェクト終了時まで取り組まれる CDT/ADT の能力強化が十分に図られ（成果 3）、また、

他地域でも機能するモデルが構築される（成果 5）ことを条件に、プロジェクト目標が達成

される見込みは高いと判断される。これらの成果はプロジェクト終了時までに達成されるこ

とが見込まれている。 
【成果の達成状況】 

・成果 1 はプロジェクトによって東部地域の観光開発の方向性が導き出され、中間レビュー調

査時点で達成済みである。 
・成果 2 は、今後、パイロットプロジェクトに関するモニタリング・評価報告書が作成される

こととなっており（指標 2-3）、ほぼ達成される見込みである。 
・成果 3 は、6 つ以上の CDT/ADT における定款もしくは内規の作成（指標 3-2）、8 つ以上の

CDT/ADT における観光開発に関するコンセプト作成（指標 3-4）、8 つ以上の CDT/ADT にお

けるプロポーザル作成（指標 3-5）の 3 つの指標が満たされれば、成果 3 の達成は見込まれ

る。 
・成果 4 はおおむね達成されると見込まれる。本プロジェクトに配置されている CORSATUR

のカウンターパート全員がプロジェクト活動に十分に関与しているわけではない状況にか

んがみると、カウンターパートのプロジェクト実施体制に改善の余地はあるが、指標 4-1
（CDT とのネットワークを強化する）及び 4-2（CDT の、他ドナーや NGO からの資金提供

を受けるためのプロポーザル作成及びプロジェクトの企画・運営等の能力強化に係る支援を

実施する）は達成が見込まれる。成果 5 は、終了時評価調査時には本プロジェクトを通じて

得られた教訓を基に開発される予定のモデルの素案づくりに着手されたところである。係る

活動はカウンターパートと専門家チームがともに進めていくこととなっており、成果 5 の達

成は可能と見込まれる。 
 
３－２ 評価結果の要約 

(1) 妥当性：高い 
本プロジェクトは「エ」国側の国家政策「開発 5 カ年計画 2010～2014（Plan Quinquenal de 

Desarrollo 2010-2014）」及び「国家観光計画 2020（Plan Nacional de Turismo 2020）」と合致し

ている。また、MITUR/CORSATUR は CDT を全国に設けることにより、地域住民が観光開

発を通じた経済活動の担い手であるという“Pueblos Vivos”1の概念を推進している。 
日本の対「エ」国国別援助方針では「自律的かつ持続的な開発の促進」を基本方針として

いる。また、本プロジェクトは同援助方針における重点分野の 1 つ「経済の活性化と雇用拡

大」に対応する協力プログラム「東部地域開発プログラム」を構成しており、ラウニオン港

周辺地域の産業育成を実施していることからも、日本の ODA 政策とも整合しているといえ

る。 

                                                        
1 「元気な街（人々）」の意。地域の天然資源や文化資源を活用した観光開発の担い手は地域住民自身であるという考え方。 
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対象 13 市の CDT/ADT のメンバー及び地域住民が自らの市の観光開発のポテンシャルを

認識していることがインタビュー調査によって確認された。さらに、市レベルにおいては

CDT/ADT と市の連携を通じて、また地域（フォンセカ湾連合地域：ASIGOLFO）レベルに

おいては地域 ADT の主導のもとでの各市の連携を通じて観光開発のメカニズムを構築する

ニーズが存在している。 
 

(2) 有効性：やや高い 
プロジェクト終了時までに、CDT/ADT の能力強化が十分に図られ（成果 3）、本プロジェ

クトの実施から得られた教訓を基に他地域でも機能するモデルが開発され、対象 4 県に普及

される（成果 5）ことで、プロジェクト目標が達成されると見込まれる。 
プロジェクト目標の達成に係る外部条件に関しては、「エ」国政府が東部地域における観

光開発を重要視していることが確認された。 
本プロジェクトの背景には、ラウニオン港の建設、スペインの支援により CDT の仕組み

が導入されたこと、2009 年にフォンセカ湾を通過し中米を縦断するルートが新規に開通した

ことがあった。これらを背景に、首都のツアーオペレーターの数名が東部地域に目を向ける

ようになったこと、そして本プロジェクトの存在自体がプロジェクト目標達成への貢献要因

となったことが関係者へのインタビュー調査を通じて明らかになった。 
プロジェクト目標達成への留意事項としては、中間レビュー調査時までパイロットプロジ

ェクト対象地域である ASIGOLFO13 市をプロジェクトの主たる活動地域及び裨益対象地域

としていたことが考えられる。このようなプロジェクト対象地域の初期の活動・投入がプロ

ジェクトの一部の活動計画とその進捗に影響を及ぼしたと推測される。 
 

(3) 効率性：中程度 
プロジェクト終了時までにはすべての成果の達成が見込まれている。しかしながら、成果

3 の CDT/ADT の能力強化及び成果 5 のモデルの開発と普及に関連するプロジェクト活動に

ついては、活動計画表（以下、PO）と比べるとやや遅れがみられる。 
日本側の投入に関しては、専門家の派遣、資機材供与、本邦研修及び第三国研修の実施、

現地業務費の支出ともにおおむね適切に行われていることが確認された。 
「エ」国側の投入に関して、カウンターパートの配置については、中央レベルではプロジ

ェクト・コーディネーターと 5 つの各パイロットプロジェクトに責任者が置かれ、プロジェ

クトサイトレベルでは CAT ラウニオンにスタッフが配置された。しかしながら、パイロッ

トプロジェクトに関して各責任者の貢献度には差が出た。CORSATUR が、カウンターパー

トが東部地域に出張する際の日当及び宿泊費を予算化していないことも一因として挙げら

れる。 
専門家チームとカウンターパートともに一部の人員交替が複数回重なったために、必ずし

もコミュニケーションが円滑ではなく、ひいてはプロジェクト活動の進捗に一部影響を及ぼ

したことがあった。 
成果の達成に係る外部条件については、2012 年 3 月の市長選挙後に地域 ADT をはじめと

した複数の CDT/ADT においてメンバーが大きく交替したことがあったが、CORSATUR/CAT
ラウニオンは係る CDT/ADT の組織強化を目的に再編を支援し、終了時評価調査時点では立
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て直しが図られている組織もみられた。 
 

(4) インパクト：やや高い 
プロジェクト目標の達成を前提に、上位目標はプロジェクト終了 3 年から 5 年後に達成さ

れることが見込まれる。 
上位目標の達成に係る外部条件については、MITUR/CORSATUR は CDT/ADT の能力強化

を継続する意思を示している。一方で、終了時評価調査時点では特に外国人観光客にとって

「エ」国の治安が良好ではなく、また、本プロジェクトに参画したカウンターパートの勤続

については不確実性がある。 
また、正のインパクトは多数確認された。“Pueblos Vivos”のイベントを契機に住民の観光

資源への気づきが促されたこと、CDT/ADT メンバーが住民の観光開発への意識の高まりを

実感するようになったこと、エルカルメン市観光課の開設、女性の観光開発への参画、島巡

りツアーの販売が増加傾向にあり、またファムトリップが CORSATUR の年間計画に組み込

まれたことなどが挙げられる。 
 

(5) 持続性：やや高い 
【政策・制度面】 

MITUR/CORSATUR は CDT/ADT の能力強化を継続し、地域住民主導型の観光政策のコン

セプトである“Pueblos Vivos”を継続的に推進していく意向を示している。観光開発推進の体

制として MITUR/CORSATUR が CDT を支援することは法律に立脚したものである。 
CDT/ADT に関しては、リーダーが存在するところでは観光関連の活動が積極的に実施さ

れている一方で、財務管理やレポーティング力といった組織運営に必要な能力はどの

CDT/ADT でも共通してまだ限定的なものとなっている。 
【財政面】 

CORSATUR の CDT/ADT 支援にかかる予算は今後も確保される見通しで、年に 1 度の全国

CDT ミーティングや“Pueblos Vivos”のイベントに加え、起業ワークショップ等が引き続き実

施されることが見込まれている。 
CDT/ADT による財政面での持続性の確保は大きな課題として残る。観光関連の事業収入

を得る仕組みを構築することを第一に、中央政府や市の補助金や NGO 等のドナー機関から

の支援、また家族・親類からの仕送りを活用した資金確保などが想定される。加えて

CDT/ADT が投融資を受けられるようにするための技術支援を提供する外部機関との連携も

重要となる。 
【技術面】 

本プロジェクトの実施を通じて得られた教訓を基に構築されるモデルの普及に関しては、

CORSATUR の主導のもと、東部地域の全 4 県においてセミナーが開催されることとなって

いる。したがって、CORSATUR はプロジェクト終了後もモデルの普及を継続することが可

能と見込まれる。 
終了時評価調査時では、モデル開発については着手されたばかりであるため、モデルの他

地域への普及・適用性についての判断は現時点では困難である。しかしながら、モデルの開

発は専門家チームとカウンターパートがともに行うため、その質は担保されることが見込ま
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れる。 
【持続性に関するその他の貢献要因】 

プロジェクトがパイロット活動で対象とした CDT/ADT は本プロジェクトの終了後も観光

開発を推進し続けていくことに意欲を示している。 
なお、米国支援によるミレニアム・チャレンジ・アカウント（Fondo del Milenio：

FOMILENIO）第 2 フェーズが、沿岸海洋地域持続的総合開発戦略（The Strategy for Integral and 
Sustainable Development in the Marine Coastal Area in El Salvador 2012-2024）の実施支援という

位置づけでまもなく開始されることが終了時評価調査時点で見込まれている。この

FOMILENIO によって沿岸部のインフラ整備やそれに関連する人材開発が行われるとされて

おり、本プロジェクトの対象地域の一部へも裨益することが想定される。観光セクターでの

支援も含まれることにかんがみると、同地域における観光客の増加が期待される。 
 
３－３ 効果発現に貢献した要因 

(1) 計画内容に関すること 
・本プロジェクトの第 1 年次と第 3 年次に実施された第三国研修は、パイロット活動対象 13

市の CDT/ADT のメンバー、カウンターパート、協力者の間のネットワーク構築を促進し

たことが関係者へのインタビュー調査を通じて確認されている。 
(2) 実施プロセスに関すること 

・東部地域開発プログラムを構成する「高等職業技術機構（Modelo Educativo Gradual de 
Aprendizaje Técnico y Tecnológico：MEGATEC）ラウニオン校指導力向上プロジェクト

（2009-2012）」のターゲットグループであった MEGATEC は観光科を設置しており、本プ

ロジェクトに関しては観光環境教育のパイロットプロジェクト及び CDT/ADT による観光

開発コンセプト作成において同機構に技術支援を行っている。こうした活動は学生の社会

奉仕活動（servicio social）やボランティア活動として位置づけられているため、今後も継

続が見込まれる。パイロットプロジェクトや CDT/ADT の能力強化に係る活動の実施を通

じても、国家中小企業委員会（Comisión Nacional de la Micro y Pequeño Empresa：
CONAMYPE）、大学等とのネットワークが強化されている。 

 
３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

各パイロットプロジェクトやその他のプロジェクト活動を担当する専門家はそれぞれを担当

する CORSATUR 側のカウンターパートとペアになり、共同責任のもとでモニタリングを実施す

ることとされていたが、体系化されたモニタリングの仕組みは確認できなかった。また、この一

連のモニタリング活動に CAT ラウニオンが必ずしも十分に巻き込まれていなかったように見受

けられた。中間レビュー調査後、専門家チームは月に 1 度のペースで PDM に記された指標に沿

って活動の進捗確認を行うようにはなったが、モニタリング結果を基に、必要とされる活動の軌

道修正を適時に行っていないケースもあった。 
・MITUR/CORSATUR、専門家チーム、JICA 現地事務所の間のコミュニケーションに関しては、

中間レビュー調査後、四半期ごとにプロジェクト活動の進捗モニタリングを目的とした会合を

もつようになったことで一定の改善はみられている。しかしながら、関係者へのインタビュー

調査より、MITUR/CORSATUR と専門家チームの間でプロジェクト活動に関する情報共有が適
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時行われていないケースもあったことが確認されている。専門家チームによって作成されてい

るプロジェクトの月間報告書は MITUR/CORSATUR に共有されていたものの、内容に関しての

一層の議論も必要であったと思われる。 
 
３－５ 結論 

・プロジェクト目標はプロジェクト残余期間内で達成されると見込まれる。そのために、特に、

成果 3 の CDT/ADT の能力強化と成果 5 のモデルの開発と普及については活動計画を見直し、

効率性の高い投入を行うことで有効性を高めることが必要となる。 
・妥当性は、両国の政策との整合性、日本の技術の優位性、プロジェクト対象地のニーズとの一

致という観点から「高い」と判断された。 
・有効性は、プロジェクト目標の指標の達成度と今後の活動の進捗にかんがみた達成見込みより

「やや高い」と判断された。本プロジェクトの背景にはラウニオン港の建設、2009 年にフォン

セカ湾を通過し中米を縦断するルートが新規に開通したこと等があった。これらを背景に、東

部地域に注目するツアーオペレーターが出てきたこと、そして本プロジェクトの存在自体がプ

ロジェクト目標達成への貢献要因となったことが関係者へのインタビュー調査を通じて明ら

かになった。 
・効率性は、成果 3 の CDT/ADT の能力強化及び成果 5 のモデルの開発と普及に関連するプロジ

ェクト活動については PO と比べてやや遅れがみられること、「エ」国側の投入に関してカウ

ンターパートのプロジェクトへの貢献度に差が出たこと、専門家チーム・カウンターパートと

もに一部の人員交替が複数回重なったために、必ずしもコミュニケーションが円滑ではなくプ

ロジェクト活動の進捗に一部影響を及ぼしたことから「中程度」と判断された。 
・プロジェクト目標がプロジェクト期間内に達成されることを前提とすると、上位目標の達成見

込みは高いこと、また正のインパクトが多数確認されたことから、インパクトは「やや高い」

と判断された。 
・持続性は、その政策・制度面、技術面等から「やや高い」と判断された。ただし、CDT/ADT

の財務面での持続性の確保が重要となる。 
 以上より、プロジェクト終了時までにプロジェクト目標の達成が見込まれると判断される。 
 
３－６ 提言 

(1) 短期（プロジェクト終了時までにプロジェクト側が実施すべき事項） 
1) 専門家チーム 
・カウンターパートとの連携強化 

プロジェクトの有効性を高めるために残りのプロジェクト期間においてカウンターパ

ートとの連携（特に相談）をより一層改善する必要がある。特にプロジェクト目標達成

にかかわる成果 5のモデル開発や普及に係る活動は早いタイミングでカウンターパート

とともに活動計画を見直し、モデル開発や普及について十分に相談し活動を続けること

が重要である。 
・適応可能なモデルの開発支援 

終了後の持続性を勘案し MITUR/CORSATUR が自立発展していくために、カウンターパ

ートのオーナーシップの醸成を図ることが重要である。そのためにも、成果 5 の普及活
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動はカウンターパート主導で活動を展開できるようなモデルとなるよう、開発支援を行

う必要がある。 
2) カウンターパート 
・専門家チームとの協働に基づく活動実施 

プロジェクトのインパクト及び持続性を高めるためにも、成果 5 のモデル開発・普及開

発の活動をカウンターパートが中心となって積極的に行うことが重要である。モデルの

普及だけではなくモデル開発についても、専門家チームとともに主体的に内容を検討す

ることが必要である。 
 

(2) 中・長期（プロジェクト終了後に「エ」国側が実施すべき事項） 
・地域の観光を包括的に推進する仕組みの構築 

東部地域における観光開発を地域が一体となって推進するためには、各市や各 CDT/ADT
をつなげる仕組みが必要である。例えば、各市に設立されることが推測される観光課が定

期的に情報共有を行うような観光課連合などの仕組みなども検討に値する。 
・CDT/ADT のインセンティブを助長させる活動の実施 

東部地域の観光開発を推進するために、本プロジェクトを通じて観光開発への取り組み意

識が向上した CDT/ADT を中心に、各 CDT/ADT がインセンティブを継続もしくは鼓舞さ

せるような仕組みづくりが重要である。例えば、東部地域に限定した“Pueblos Vivos”を行

うことなども一案。 
・観光商品のプロモーション促進 

東部地域の観光産業の活性化を図り、島巡りツアーやマングローブツアーなど本プロジェ

クトで開発された商品を含む当該地域の観光商品のプロモーションを促進することが望

まれる。 
・地域 ADT の能力強化 

東部地域における地域住民を主体とした観光開発を推進するためには当プロジェクトで

主たる対象とした 13 市の CDT/ADT の代表からなる地域 ADT が地域の観光を牽引するべ

く中心的役割を担うことが重要である。 
・CDT/ADT の相互訪問の実施 

地域の資源を生かした観光開発を行うには、地元同士の協力関係を強化することが重要で

ある。そのためには、CDT/ADT 間で互いに現地視察を行う機会を設け、相互の意識を高

めるような工夫をすることが望まれる。 
・インフラ整備、治安整備及び安全確保 

地域の観光基盤を強化し、観光を活性化するためには観光客の受入れに堪えうるインフラ

整備を行うことが重要。併せて、訪れた観光客が安全・安心に滞在できるように治安整備

を行うことが今後の同地における観光振興には重要である。少なくとも東部地域における

治安が終了時評価調査時以上に悪化しないように、地域住民に治安面の重要性を訴えるこ

とや、観光警察の充実化などを図ることが大切である。 
・観光関連統計データ収集システムの整備 

戦略的な観光開発を計画するうえで、市レベルで観光関連の統計データ収集システムを整

備することが重要。また、収集したデータを分析できるよう能力強化が必要。 
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３－７ 教訓 

・地域のリーダーの発見と参加促進 
本プロジェクトのように地域住民を参画させるようなプロジェクトを行う場合、地域住民や地

元組織の中でリーダー的存在の人物を見つけ出し、プロジェクトに積極的にかかわってもらう

よう促すことが重要である。 
・適切な時期における PDM 改定の重要性 

本プロジェクトは PDM 指標の具体的な数値が設定されていない PDM を 2 年近く使用してき

た経緯がある。PDM はプロジェクトの運営管理上参考となるものであるため、事業運営を的

確に行ううえでも適切な時期における PDM の改定が重要である。 
・モニタリングシステムの導入 

プロジェクト活動の進捗状況に応じてプロジェクトを軌道修正するには、適切なモニタリング

システムを導入し確立することが重要である。 
・プロジェクト活動記録の蓄積 

類似のプロジェクトを立案するうえで、先例となるプロジェクトの教訓は貴重な参考資料とな

る。よって、実施したプロジェクトの活動に関する成功例や失敗例を記録し、取りまとめてお

くことが大切である。 
・地域の競争優位の増進 

地域の経済開発をめざすためには競争優位を構築することが重要であることから、国内外に対

して観光商品を宣伝し認知度を高めることが重要である。 
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Summary of Terminal Evaluation 
 
I. Outline of the Project 
Country：Republic of El Salvador Project title：The Project for the Strengthening of Capacities for 

Rural Tourism Development in the Eastern Region of El 
Salvador 

Issue/Sector: Private Sector Development / Tourism Cooperation scheme： T/A Pro related to ODA 
Loan 

Division in charge：  Private Sector Development 
Division 

Total cost：     210 million   yen, 

Period of 
Cooperation 

(R/D):  
2010/07 ～

2013/07 

Partner Country’s Implementing Organization ：  Ministry of 
Tourism(MITUR),  
Salvadoran Tourism Corporation (CORSATUR) 
Supporting Organization in Japan： 

Related Cooperation： 
１ Background of the Project 

The Ministerio de Turismo (MITUR) was established during the Administration of 2004-2009 for 
making linkage with other governmental institutions in the tourism sector; such as Corporación 
Salvadoreña de Turismo (CORSATUR), Instituto Salvadoreño de Turismo (ISTU) and Consejo Nacional 
para la Cultura y el Arte de El Salvador (CONCULTURA; currently SECULTURA: Secretaria de 
Cultura) and for coordinating industrial organizations in the sector. 

With the model of tourism development defined by the Government of the President Mauricio Fúnes, 
Mr. José Napoleón Duarte, through MITUR, established the priorities for the sector, which has been 
included in the Five-Year Development Plan 2014 (Plan de Desarrollo Quinquenal 2009-2014). The 
model of ‘mutual growth from interior to exterior (crecimiento adentro hacia fuera con reciprocidad)’ 
established a new linkage with components such as assistance for financial access for Micro Small and 
Medium Enterprises, opening of flight connections, creation of sustainable tourism, technical assistance 
for human resources of tourism sector and the development and investments in projects and real estates.

Since 2009 MITUR has implemented a new approach of tourism development defined through 
consistent and institutional strategy, called “Pueblos Vivos”, which constitutes the fundamental base of 
the National Strategy of Tourism, and allows the reinforcement of the relations with the municipalities 
through an introductory process that starts from the uniqueness of each community. This process implies 
collaboration among the municipal governments and their principal sectors, and rediscovering and 
reinforcing identity of the population as well as putting touristic values to their natural and cultural 
resources, triggering a positive impact on their income and employment for the local communities and 
the autonomy and independence of tourism development in their municipalities. 

With the development of this strategy, awareness of these municipalities and the population has been 
raised in general, by means of implementation of innovative actions that integrate the efforts of Comités 
de Desarrollo Turístico (CDTs) and their municipal governments to have strategic plans for development 
of their touristic destinations which meets the quality standards for services provided to their tourists. 

In the Republic of El Salvador (hereinafter referred to as “El Salvador”), most of the developed 
tourism sites are concentrated in the south western and central south regions. However, the Eastern 
Region has rich tourism resources such as volcanoes, lakes, wetlands, mangrove forests, beaches, ethnic 
cultures and ruins, basic tourism infrastructure has not been developed enough to attract private 
investments.  

In order to boost the tourism industry in the Eastern Region, it was found that to strengthen the 
capacity of CDTs as well as CORSATUR through the network of tourism offices recognized as Centro 
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de Amigos del Turista (CAT) is essential so that it can support the CDTs in an effective and efficient 
way. Under these circumstances, the Government of El Salvador requested the Government of Japan to 
provide support to build a mechanism of sustainable tourism development that would benefit the local 
communities through public-private partnerships in the Eastern Region of El Salvador. 

Consequently, the Project on Strengthening of Capacities for Rural Tourism Development in the 
Eastern Region (hereinafter referred to as the “Project”) was commenced in July 2010 with the period of 
three years with MITUR/CORSATUR as counterparts (hereinafter referred to as the “C/P”s). The 
regulations of these institutions states that CORSATUR will promote the formation of CDTs, however, 
in order to implement effective tourism development in the Eastern Region, this Project was designed to 
give assistance to both CDTs and Asociones de Desarrollo Turísticos (ADTs) in collaboration with other 
organizations such as MEGATEC and Comisión Nacional de la Micro y Pequeño Empresa
(CONAMYPE). 

The Mid-Term Review was conducted in June 2012 to verify the progress of the project activities and 
the challenges to be addressed by the completion of the Project. As a result, it was confirmed that most 
of the activities had been implemented as planned. Meanwhile, some challenges to achieve the Project 
Purpose were identified and thereby the Project in terms of sustainability and efficiency was evaluated 
as medium. Based on the results of the Mid-Term Review, some recommendations were made on the 
way that future project activities are to be implemented. 

Considering that the Project is to be finished in July 2013, the Terminal Evaluation was conducted 
with an aim to verify the achievements of the project activities and the Outputs based on the Five 
Evaluation Criteria explained in this report as well as to make recommendations on the activities for the 
remaining period of the Project and obtain lessons learned for JICA’s similar projects. 

 
２ Project Overview 
(1) Overall Goal 

Community tourism based on distinctive local resources is developed in the Eastern Region. 
(2) Project Purpose 

A sustainable mechanism of tourism development to benefit the local community in the Eastern 
Region is established through a public-private partnership. 

(3) Outputs 
1. Direction for local tourism development in eastern region is clarified. (Guideline) 
2. Knowledge on tourism development utilizing local tourism resources is enhanced through pilot 

projects in the pilot project area. 
3. Capacities of CDTs/ADTs in the pilot project area are enhanced. (Capacity building of 

CDTs/ADTs) 
4. Capacities of MITUR and CORSATUR for assisting CDTs/ADTs are enhanced in the pilot project 

area. (Capacity building of MITUR/CORSATUR) 
5. A Model of tourism development for CDTs/ADTs are created and disseminated in the Eastern 

Region. (Model development and dissemination) 
(4) Inputs 

Japanese Side:  
Experts : 6 (Long-term) Equipment : Approx. 3 million yen 
Local cost : 32,882,000Yen (as of 31 Dec 2012) Trainees received : 5 

Salvadoran Side： 
Counterpart: 12 (10 at central level and 2 at local level) Local cost : USD395,608.65 
Facilities: Project Offices (central level and local level) 

 II. Evaluation Team  (Members of Evaluation Team) 
Mr. Takafumi Ueda Team Leader Senior Advisor, JICA 
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Ms. Kana Matsuzaki Cooperation 
Planning 

Special Advisor, Private Sector Development Division 1, 
Private Sector Development Group, Industrial 
Development and Public Policy Department, JICA 

Ms. Kaori Koizumi Evaluation Analysis TA Networking Corp. 

Ms. Reiko Mishima Interpreter Interpreter registered to JICA Mexico Office 

Period of Evaluation: 10 February 2013 to 2 March 
2013 

Type of Evaluation：  Terminal Evaluation 

III. Results of Evaluation 
１．Project Performance 

(1) Project Purpose 
 The Project Purpose is expected to be achieved on condition that CDTs/ADTs’ capacity 

development, which will be implemented until the end the project, is realized (Output 3) and that an 
appropriate and practical model is developed (Output 5), which are scheduled to be completed. 

(2) Outputs 
 Output 1 has been achieved based on the fact that all the three Objectively Verifiable Indicators 

(OVIs) have been met. 
 Output 2 is expected to be mostly achieved as the monitoring and evaluation reports are to be 

prepared hereafter. 
 Output 3 is to be achieved on condition that the following OVIs be met: elaboration of article and 

internal operational regulations in at least six CDTs/ADTs (OVI 3-2), formulation of the concept of 
tourism development in at least eight CDTs/ADTs (OVI 3-4) and preparation of proposal in at least 
eight CDTs/ADTs (OVI 3-5). 

 Output 4 is expected to be generally achieved. There is room for improvement since not all the C/Ps 
from CORSATUR have been fully engaged in the project activities because of institutional 
responsibilities but OVIs 4-1(To strengthen the communication of MITUR and CORSATUR with 
CDTs/ADTs) and 4-2(To strengthen the capacity of MITUR and CORSATUR for assisting 
CDTs/ADTs in proposal writing and project palnning/administration to receive fund assistance from 
donors and NGOs) are to be achieved.  

 It is possible that Output 5 would be achieved. Although the outline of the model has just begun to 
be drafted at the time of the Terminal Evaluation, C/Ps and the Project Team are committed to 
achieving Output 5. 

２．Summary of Evaluation Results 
(1) Relevance: High 

The Project is consistent with the Salvadoran national policies: “The Five-Year Development Plan 
2014 (Plan Quinquenal de Desarrollo 2009-2014)” and the “National Tourism Plan 2020 (Plan 
Nacional de Turismo 2020)”. MITUR/CORSATUR has promoted the concept of Pueblos Vivos
through the establishment of CDTs nationwide as well. 

The Project is consistent with the Japan’s ODA policies. Japan has made it an ODA policy for El 
Salvador to promote its sustainable development. The Project has been one component of the Program 
for Eastern Region Development in El Salvador. 

The Project is consistent with the needs in the target area. It has been confirmed through interviews 
that the members of CDTs/ADTs and the communities have identified the potential for tourism 
development in their municipalities. It has also been confirmed that there are needs to establish a 
mechanism of tourism development through the collaboration between CDTs/ADTs and municipal 
governments at the municipal level and through regional partnership lead by the Regional ADT. 

 
(2) Effectiveness: Relatively high 

The Project Purpose is expected to be achieved on condition that CDTs/ADTs’ capacity 
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development is realized (Output 3) and that an appropriate and practical model is developed (Output 
5), which are scheduled to be completed. 

Regarding the Important Assumption for the achieving the Project Purpose, the Government of El 
Salvador gives importance to tourism development. 

Contributing factors include opening of the new access route passing through the Gulf of Fonseca, 
construction of the Port of La Unión, assistance from Spanish Agency for International Development 
Cooperation (AECID), some pioneering tour operators from San Salvador and the very existence of 
this Project. 

As the consideration points to the achievement of the Project, ASIGOLF13 Cities,which are the 
pilot projects areas, had been regarded as the main activities and benefitial areas until the Mid term 
Review.This situation of the primary activities and input to the Project site would be inferred that the 
progress of the Project has been partially affected.   
 

(3) .Efficiency: Medium 
All Outputs are expected to be achieved by the termination of the Project, although the project 

activities have been in progress with slight delays. 
Regarding the inputs from the Japanese side, the assignment of Experts, the provision of equipment 

and material, the implementation of the trainings in Japan and in third country and JICA’s budget for 
the Project have been appropriate in general. 

As for the inputs from the Salvadoran side, the C/Ps has been assigned for coordination as well as 
for each of the five pilot projects at national level, and staff of CAT La Unión at local level. However, 
the involvement of each C/P in the Project has varied. CORSATUR has not budgeted for per diem or 
accommodation expenses for the C/Ps’ business trip to the Eastern Region. 

Some replacements of Experts and C/Ps made their communication complicated in some way and 
slowed down some project activities. 

With regard to the Important Assumption for achieving the Outputs, there were some CDTs/ADTs 
including Regional ADT whose members have been drastically replaced after the mayoral election in 
March 2012. CORSATUR/CAT La Unión provided technical assistance to restructure those CDTs to 
reinforce their organizations. 

 
(4) Impact: Relatively high 

The Overall Goal is likely to be achieved in three to five years after the completion of the Project 
on the premise of the achievement of the Project Purpose. There are many positive impacts found as 
well. 

With respect to the Important Assumptions for achieving the Overall Goal, MITUR/CORSATUR 
has shown the intention to continue strengthening CDTs/ADTs’ capacity. On the other hand, the 
following concerns remain: at the time of the Terminal Evaluation, the security is not favorable 
especially for foreign travelers according to press reports; and it is uncertain if the C/Ps who have 
worked for the Project will continue in service after the presidential election scheduled in March 
2014. 
 

(5) Sustainability: Relatively high 
1) Political and institutional aspects: 

MITUR/CORSATUR has shown the intention to continue supporting capacity building for 
CDTs/ADTs and clearly states that they will continue the tourism policy “Pueblos Vivos” that gives 
importance to community initiatives. They will continue to support CDTs/ADTs as a mechanism for 
tourism development in accordance with the law as well. 

Although active leadership has been observed with some CDTs/ADTs, operational capacities 
including financial management and reporting of CDTs/ADTs are still limited. 
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2) Financial aspects: 
CORSATUR’s budget to support CDTs/ADTs will continue to be secured. They have already 

implemented the National CDT Meeting (Encuentro Nacional de CDT) held each year, the fair of 
Pueblos Vivos, entrepreneurship training and so on. 

It is a major challenge for CDTs/ADTs to secure their financial resources. It is indispensable for 
them to ensure their own business income, government/municipality subsidies and/or donation 
including remittances. 

3) Technical aspects: 
Seminars to disseminate the models are to be held in all the four departments in the Eastern 

Region by CORSATUR’s initiative. Consequently, CORSATUR will be able to continue 
disseminating the models even after the termination of the Project. 

It is difficult to judge the prospect of dissemination and applicability of the models at the present 
due to the fact that the models are in the process of development at the time of the Terminal 
Evaluation. Nonetheless, it is expected that the quality of the models will be assured as the models 
are to be developed by the Project Team together with C/Ps. 

4) Other contributing factor for sustainability: 
The thirteen CDTs/ADTs, which the Project targeted as pilot projects, are so motivated to continue 

to promote tourism development even after the termination of the Project. 
“Millennium Challenge Account (FOMILENIO) Second Compact” is to be implemented to 

support the operation of the “Strategy for Integral and Sustainable Development in the Marine 
Coastal Area in El Salvador 2012-2024”. Infrastructure construction in the coastal area and the 
related capacity building has been planned. An increase in the number of tourists in the area is 
expected by such cooperation for tourism development. 

 
３．Factors promoting sustainability and impact 

(1) Factors concerning to Planning 
 The trainings in third country conducted in the project fiscal year 1 and 3 contributed to networking 

among them since they functioned as a place for the members of CDTs/ADT which are the Pilot 
Project areas, C/Ps and their collaborators to get together. 

(2) Factors concerning to the Implementation Process 
 MEGATEC has the Faculty of Tourism and has been giving technical support for the pilot project of 

Tourism environment education and elaboration of the concept of tourism development. These 
activities have been social service (servicio social) and volunteering activities for the students, 
thus, their continuous cooperation can be expected. 

４．Factors inhibiting sustainability and impact 
Systematic monitoring and management have not been put into practice. The Experts in charge of 

pilot projects and other project activities have been paired with the corresponding C/Ps so that 
monitoring could be carried out under joint responsibility. And CAT La Unión does not seem to have 
been fully involved in this process despite the fact that CORSATUR/CAT La Unión has internal 
monitoring system. The Experts have implemented monitoring in accordance with the PDM since the 
time of the Mid-term Review and have shared the progress of the project activities only on a monthly 
basis and further discussion seems to have been necessary, resulting in delays in adjusting project 
activities in a timely manner. There were some cases that necessary modifications of the project 
activities to reflect monitoring results had not been realized. 

 
５．Conclusion 

 It has been confirmed that the Project Purpose is likely to be achieved within remaining five months 
of the project period, despite slight delays with some activities. The activities for Outputs 3 and 5 are 
to be accelerated for the rest of the project period. 
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 The effectiveness has been assessed as relatively high from the point of view of the achievement level 
and the prospect of achieving the Project Purpose.  

 The efficiency has been assessed as medium due to the fact that the project activities for Output 3 and 
5 have been in progress with slight delays; that the involvement of each C/P in the Project has varied 
and that some replacements of Experts and C/Ps made their communication complicated in some way 
and slowed down some project activities. 

 The impact of the Project has been assessed as relatively high, considering the prospect of achieving 
the Overall Goal and the existence of many impacts.  

 The sustainability of the Project has been assessed as relatively high from political and institutional, 
technical and other points of view. Particularly, the CDTs/ADTs’ financial sustainability is important.  
It would be judged that the Project Purpose will be achieved by the end of the project period. 

 
６． Activities to be recommended during and after the Project period 

1) For the remaining period of the Project 
To the Project Team: 
 It is necessary to improve collaboration in general, and prior consultation in particular, with the 

C/Ps in order to strengthen effectiveness for the remaining period of the Project. Especially, since 
model development and dissemination under Output 5 are important to achieve the Project Purpose, 
review the Plan of Operation with the C/Ps immediately after the Terminal Evaluation and discuss 
the content of model development and dissemination sufficiently, before implementing these 
activities. 

 Play Supporting roles for disseminating activities under Output 5 with C/Ps taking central roles, is 
needed since nurturing the ownership of MITUR/CORSATUR is important to assure sustainability 
of the achievements of the Project. 

 Develop and finalize the model which is replicable in the four departments of the Eastern Region 
by the end of May 2013. 

To C/Ps: 
 It is necessarty to discuss the overall content of the model development sufficiently with the Project 

Team since C/Ps need to play central roles in not only dissemination but also development of the 
model because of its importance for enhancing the impact and sustainability of the Project. 

 
2) For medium-long term (To C/Ps) 

 It is worthy considering to maintain/develop a mechanism to link municipalities and CDTs/ADTs in 
the Eastern Region or its sub-regions such as mancomunidad for promoting integrated tourism 
development in the Eastern Region. For example, tourism departments of the municipalities need to 
have a forum to share information and take necessary joint actions because of the nature of tourism 
in the region. 

 Develop activities to foster motivation of CDTs/ADTs. For example, awards could be given to those 
who have made most progress or demonstrated good practices; a regional competition could be 
organized. 

 It is expected to promote the tourism products in this region domestically and to neighboring 
countries in close collaboration with the tourism private sectors to boost tourism industry in the 
Region. 

 It is important that Regional ADT would become a central organization to develop 
community-based tourism as mentioned in the Overall Goal. 

 Mutual visits among CDTs/ADTs would be expectef in order to provide learning opportunities and 
establish cooperation at regional level. 

 Develop necessary infrastructure and advocate the importance of the security and safety situation 
among the people in the Eastern Region so that it would not deteriorate further. Encourage the 
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tourism police to become more effective. 
 Prepare and develop the data collection system at the municipal level. Periodically conduct surveys 

to obtain and analyze opinions of tourists for identifying the market segmentation. 
７. Lessons Learned 

 Identify and involve effective leaders in the region to promote community-based tourism. 
 Adjust indicators of PDM in a timely manner after the commencement of the Project. 
 Establish a monitoring system as a management tool to adjust project activities.  
 Record success and mistakes of daily activities; and analyze them in order to develop manuals of good 

practices for future references. 
 Make timely adjustments to the project. For example, when it is necessary to increase the number of 

C/Ps, agreements need to be made clearly with all the relevant divisions/departments and the 
implementation structure needs to be adjusted accordingly. If the target areas are found to be too 
ambitious, necessary adjustments need to be made at the earliest stage. 

 Recognize tourism products in other areas in the country as well as from other countries in order to 
increase competitive advantages. 
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第１章 調査の概要 
 

１－１ 調査の背景 

エルサルバドル共和国（以下、「エ」国と記す）は、2004 年～2009 年の行政計画に基づき、

観光開発を国家経済開発における重要な分野と位置づけ、経済活動の活性化と雇用拡大、首都と

地方の経済格差の是正、地場産業の振興・促進を推進するために、関係機関としてエルサルバド

ル観光公団（Corporación Salvadoreña de Turismo：CORSATUR）、エルサルバドル観光機関（Instituto 
Salvadoreño de Turismo：ISTU）、エルサルバドル国家文化委員会（Consejo Nacional para la Cultura y 
el Arte：CONCULTURA）、現・文化庁（Secretaria de Cultura：SECULTURA）に加えて、2004 年
には当時のサカ政権発足に合わせて観光省（Ministerio de Turismo：MITUR）を設置し、2005 年
には観光の基本法である｢観光法｣の制定、2006 年 2 月には具体的な目標を含む「国家観光計画

2014」を策定した。また、全国の各市に地域の観光活動の推進を目的とした官民からなる地域の

代表者グループ観光委員会（Comité de Desarrollo Turístico：CDT）を設置しており、積極的な観光

振興を行っている。 
一方、「エ」国においては、開発された観光地の多くが西部地域に偏っており、東部地域にお

いては、火山や湖、ラグーン、湿原、マングローブ林、ビーチなどの豊かな自然や、少数民族の

文化、遺跡などの潜在的観光資源がありながら、観光地としての整備が遅れているため、民間投

資を誘引するための魅力に欠けている。また、地元の CDT や観光協会（Asociación de Desarrollo 
Turístico：ADT）2も観光開発には意欲的であるが、開発の実務経験や資金手当てなどについての

知識や経験が不足している。さらに CDT を統括する CORSATUR についても、地方主導による

観光開発を推進するために設置された CDT を効果的・効率的に支援するための方策が整ってお

らず、その支援能力の強化が求められている。 
このような背景から、日本の協力重点地域である「エ」国東部地域をモデル地域として位置づ

け、地域の CDT 及び ADT の能力強化及び地域の特性や資源を活用したコミュニティ観光開発を

推進するため、2010 年 7 月より 2013 年 7 月までの 3 年間の予定で技術協力プロジェクト「東

部地域観光開発能力強化プロジェクト」が開始された。 
本プロジェクトは、MITUR、CORSATUR 及び CORSATUR の下部組織である観光公団出先機

関（Centro de Amigos del Turista：CAT）をカウンターパート機関として、「エ」国東部地域におい

て官民連携による地域コミュニティに裨益する持続可能な観光開発の体制を構築するための取り

組みがなされてきている。 
2012 年 6 月に実施された中間レビュー評価では、プロジェクト活動の進捗の確認とプロジェ

クト終了までの課題の整理が行われた。その結果、プロジェクトの活動はおおむね計画どおりに

実施されていることが確認できた。他方、プロジェクト目標達成に対するいくつかの課題が確認

されたため、有効性や持続性については中程度の評価がなされ、その後のプロジェクト活動に対

する提言が示された。 
 

１－２ 調査の目的 

本終了時評価調査では、2013 年 7 月のプロジェクト終了を控え、プロジェクト活動の実績、

                                                 
2 観光委員会（CDT）が法人化されると観光協会（ADT）と呼称される。 
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成果の達成状況等を評価 5 項目に基づき評価、確認するとともに、プロジェクトの残りの期間の

活動及び終了後の運営に向けた提言、今後の類似事業を実施するうえでの教訓を導くことを目的

とした。具体的な調査の手順は以下のとおりである。 
 
(1) 実施機関とともにこれまでのプロジェクト進捗・各成果の達成度、実施プロセスをプロジ

ェクト・デザイン・マトリクス（Project Design Matrix：PDM）Ver.2や活動計画表（Plan of 
Operations：PO）Ver.2に基づき確認する（PDMは付属資料1協議議事録のAnnex 2及び3、PDM
は同Annex 4及び5を参照）。 

 
(2) 「新JICA事業評価ガイドライン第１版」（2010年）に基づき、評価5 項目（妥当性、有効

性、効率性、インパクト、持続性）の観点からプロジェクトの評価を行う。 
 
(3) 評価結果を基に、プロジェクト目標達成に向けた課題などを整理・協議し、プロジェクト残

余期間におけるプロジェクト活動方針の検討及びプロジェクト終了後のMITUR/CORSATUR 
に対する提言を行う。また、今後の類似事業を実施するうえでの教訓を導きだし、合同評価

報告書に取りまとめる。 
 
(4) 協議結果を協議議事録（Minutes of Meeting：M/M）にまとめる。 

 
また、主な評価設問は以下のとおりである。 
 
(1) プロジェクトは計画どおり実施され、プロジェクト目標は達成される見込みか。 
 
(2) プログラムレベルで他プロジェクトと連携がなされているか。 
 
(3) 官民連携による地域住民主体の観光開発を推進するうえでの課題や対応方針は何か。 

 

１－３ 調査団員 

調査団のメンバーは以下のとおりである。 
(1) 日本側 

担当分野 氏 名 所 属 

総括 上田 隆文 JICA 国際協力専門員 

協力企画 松崎 夏奈 JICA 産業開発・公共政策部 産業貿易第一課 

評価分析 小泉 香織 株式会社ティーエーネットワーキング 

通訳 三島 玲子 JICA メキシコ事務所登録通訳 
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(2) 「エ」国側 

氏 名 所 属 

Ms. Eva Patricia Mejía Flores 観光公団（CORSATUR） CDT スペシャリスト 

Mr. Raúl Alcides Torres CAT ラウニオン テクニシャン（Técnico） 

 

１－４ 調査日程 

本終了時評価調査は 2013 年 2 月 10 日（日）から 2012 年 3 月 2（土）の日程で実施された。 
調査日程の概要は以下のとおりである。 

日 付 評価分析/通訳団員 官団員 

2 月 10 日

（日） 
00：30 成田出発 
12：59 サンサルバドル着 

【サンサルバドル泊】 

 

2 月 11 日 
（月） 

 9：30 JICA エルサルバドル事務所打合せ 
11：00 MITUR/CORSATUR 表敬及びインタビュー 
PM   ラウニオンへ移動 

【ラウニオン泊】 

 

2 月 12 日

（火） 
 9：30 プロジェクト専門家との打合せ 
13：00 CAT ラウニオンへのインタビュー 
14：00 プロジェクト専門家へのインタビュー 
15：00 MEGATEC へのインタビュー 
17：00 地域 ADT へのインタビュー 

【ラウニオン泊】 

 

2 月 13 日

（水） 
10：00 パイロットプロジェクト実施地訪問（島 

巡りツアー）及び ADT ラウニオン、CDT 
メアンゲラデルゴルフォへのインタビュー  

15：15 ADT コンチャグア訪問 
【ラウニオン泊】 

2 月 14 日

（木） 
 9：00 研修実施地訪問（エルカルメン市）及び 

CDT エルカルメンへのインタビュー 
14：00 CDT ヤヤンティケへのインタビュー 

【ラウニオン泊】 

 
 

2 月 15 日

（金） 
10：50 ADT サンタロサデリマへのインタビュー 
13：45 パイロットプロジェクト実施地訪問（パサ

キナ市の観光環境教育）及び CDT パサキナ

へのインタビュー 
17：20 パイロットプロジェクト実施地訪問（イン

ティプカ市のマングローブツアー）及び

ADT インティプカ訪問 
【ラウニオン泊】 



－4－ 

2 月 16 日

（土） 
資料整理 

【ラウニオン泊】 
2 月 17 日

（日） 
資料整理 

【ラウニオン泊】 
2 月 18 日

（月） 
10：20 CAT ルタデパスへのインタビュー 
14：00 CDT アランバラ（モラサン県）へのイン 

タビュー 
15：30 CDT ホコアティケ（モラサン県）へのイ 

ンタビュー 
【ラウニオン泊】 

00：30 成田出発 
13：04 サンサルバドル着 

【サンサルバドル泊】

 

2 月 19 日

（火） 
 9：00 ADT ラウニオンへのインタビュー 
12：00 CDT サンアレホへのインタビュー 
14：30 CDT ユクアイキンへのインタビュー 

 
 

【ラウニオン泊】 

 9：30 JICA エルサルバ

ドル事務所打合せ 
11：00 MITUR への表敬

訪問 
午後 ラウニオンへ移動 

【ラウニオン泊】

2 月 20 日

（水） 
 8：30 調査団員内の打合せ 
10：00 プロジェクト専門家との打合せ 
16：30 島巡りツアー完了式視察及び島巡りツアー関係者へのインタビュー 

【ラウニオン泊】

2 月 21 日

（木） 
 9：00 観光開発コンセプト発表会 
14：30 コンセプト発表会参加者への追加インタビュー 
15：30 プロジェクト専門家との打合せ 

【ラウニオン泊】

2 月 22 日

（金） 
 6：45 サンサルバドルへ移動 
10：00 MITUR/CORSATUR との打合せ 
13：00 調査団内の打合せ 

【サンサルバドル泊】

2 月 23 日

（土） 
資料整理 

【サンサルバドル泊】

2 月 24 日

（日） 
資料整理                      

【サンサルバドル泊】

2 月 25 日

（月） 
 9：00 MITUR/CORSATUR と合同評価報告書作成、PDM 改訂作業及び M/M 

協議 
【サンサルバドル泊】

2 月 26 日

（火） 
 9：00 MITUR/CORSATUR と合同評価報告書取りまとめ 

【サンサルバドル泊】

2 月 27 日

（水） 
 9：00 MITUR/CORSATUR と合同評価報告書取りまとめ 

 【サンサルバドル泊】

2 月 28 日

（木） 
 9：00 JCC 開催、ミニッツ署名 
15：00 JICA エルサルバドル事務所へ評価結果報告 
16：00 在エルサルバドル日本国大使館へ評価結果報告 

【サンサルバドル泊】
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3 月 1 日

（金） 
 8：57 エルサルバドル発～ロス経由 

【機中泊】

3 月 2 日 
（土） 

22：30 羽田着 

 

１－５ プロジェクト概要 

上位目標： 
東部地域において地域特有の資源を生かしたコミュニティ・ツーリズムが確立される。 

 
プロジェクト目標： 

東部地域において地域コミュニティに裨益する官民連携による持続可能な観光開発の体制を

構築する。 
 
成果： 

1. 東部地域の観光開発の方向性が導き出される。（ガイドライン）  
2. パイロットプロジェクト地域におけるパイロットプロジェクト実施を通じて地域独自の資

源を活用した観光開発に係る知識が向上する。 
3. パイロットプロジェクト地域の CDT/ADT の能力が向上する。（CDT と ADT の能力強化） 
4. MITUR 及び CORSATUR におけるパイロットプロジェクト地域の CDT/ADT 支援能力が向上

する（MITUR/CORSATUR 能力強化） 
5. CDT/ADT の活動モデルが開発され、東部地域に普及される。（モデルの開発と普及） 

 
協力期間： 

2010 年 7 月 30 日～2013 年 7 月 29 日（3 年） 
 
相手国機関： 

観光省（MITUR）、観光公団（CORSATUR）、観光公団出先 
機関（CAT）、観光委員会（CDT）/観光協会（ADT） 

 
対象： 

東部地域（パイロットプロジェクト地域：CAT ラウニオンが現在管轄している 13 市） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
本プロジェクトの実施体制を図１－１に示す。 
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出所：プロジェクト文書 

図１－１ プロジェクト実施体制 

 
また、本プロジェクトにおける主な関係機関は表１－１に示すとおりである。 

 
表１－１ 関係機関リスト 

略称（日本語名称） 役 割 備 考 
官組織 
MITUR（観光省） 政策立案機関。  
CORSATUR（観光公団） 政策に基づき観光開発と観光振興を担う。  
CAT（観光公団出先機関） CORSATUR の下部組織で、拠点は全国に 6

支所。観光的にまとまりのある地域を管轄

している。 

本プロジェクト

対象地域内には 2
支所ある。 

官民組織 
CDT（観光委員会）/ 
ADT（観光協会） 

地域の観光活動推進を目的とした地域の

官民（自治体、観光関連業者等）から成る

地域の代表者グループ。 

プロジェクト対

象地域内には計

35 の CDT/ADT が

存在。 

合同調整委員会（JCC） 

プロジェクト・ディレクター 
MITUR 大臣 兼 CORSATUR 総裁 

プロジェクト・コーディネーター 
・CORSATUR 地域管理課 課長 
・CORSATUR CDT 担当 
・CORSATUR パイロットプロジェクト担当官 

プロジェクト・マネジャー 
CORSATUR 長官 

首都（サンサルバドル）

対象地域：東部地域 

エルサルバドル側 

 

JICA 

 
総括 

 
 
 
 

専門家チーム

 
 
 
 
 
 

日本側 

サンミゲル県・

ウスルタン県内 
CDT 

パイロットプロジェクト地域 
CAT ラウニオン         CAT 

ルタデパス 

CDT/ADT 
フォンセカ湾連合地域     モラサン県内 
（ASIGOLFO）13 市         CDT 
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１－６ 調査方法 

(1) 評価グリッド 
本終了時評価調査では評価グリッドにまとめた評価設問に沿って評価を実施した。評価グ

リッドは評価 5項目及び実施プロセスの検証の2部により構成されている（評価グリッドは、

付属資料 3 を参照）。 
評価 5 項目の視点は以下のとおりである。 
 

妥当性  ：開発援助と、ターゲットグループ・相手国・ドナーの優先度並びに政策・方針

との整合性の度合い。 
 
有効性  ：開発援助の目標の達成度合いを測る尺度。 
 
効率性  ：インプットに対するアウトプット（定性並びに定量的）を計測する。開発援助

が期待される結果を達成するために もコストのかからない資源を使っている

ことを示す経済用語。 も効果的なプロセスが採用されたかを確認するため、

通常、他のアプローチとの比較を必要とする。 
 
インパクト：開発援助によって直接または間接的に、意図的または意図せずに生じる、正・

負の変化。開発援助が、地域社会・経済・環境並びにその他の開発の指標にも

たらす主要な影響や効果を含む。 
 
持続性  ：ドナーによる支援が終了しても、開発援助による便益が継続するかを測る。開

発援助は、環境面でも財政面でも持続可能でなければならない。 
出所：新 JICA 事業評価ガイドライン 第 1 版（2010 年 6 月） 

 
(2) 情報収集手段 

本終了時評価調査における情報・データの収集は、文献調査、質問票調査、インタビュー

調査、現地踏査を通じて行った（主要面談者リストは付属資料 2、質問票は付属資料 4、面談

議事録は付属資料 5 を参照）。 
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第２章 プロジェクトの実績 
 

２－１ 投入実績 

(1) 日本側の投入 
日本側の投入実績に関する詳細は「付属資料 1 協議議事録の Annex 7」を参照。 

1) 専門家派遣 
日本側の投入として、プロジェクト実施に必要な専門分野（①総括/コミュニティ開発 1、

②副総括/観光開発 1/コミュニティ開発 2、③観光開発 2、④組織間調整、⑤観光プロモー

ション、⑥人材育成）において合計 6 名の専門家が派遣された（以下、専門家を総称して

「専門家チーム」とする）。 
2) 本邦研修・第三国研修 

日本側の投入として実施した本邦研修には、プロジェクト開始から 2013 年 2 月末日ま

でに合計 5 名のプロジェクト関係者が参加し、のべ 78 名のプロジェクト関係者が第三国

研修〔グアテマラ（40 名）及びニカラグア・ホンジュラス（38 名）〕に参加した。 
3) 資機材供与 

日本側の投入として、プロジェクト開始から 2013 年 2 月末日までにプロジェクト活動

実施に必要な資機材として、車両（1 台）、ラップトップ・コンピューター（5 台）、プロ

ジェクター（2 台）、スクリーン（2 台）、プリンター（2 台）、コピー機（1 台）が供与さ

れた。 
4) 現地業務費の支出 

日本側の投入として、プロジェクト開始から 2012 年 12 月末日までに、約 3,288 万 2,000
円のプロジェクト現地経費が支出された。 

 
(2) 「エ」国側の投入 

「エ」国側の投入実績に関する詳細は「付属資料 1 協議議事録の Annex 8」を参照。 
1) カウンターパートの配置 

「エ」国側の投入として、中央レベルにおいては、MITUR/CORSATUR からプロジェク

ト・ディレクター〔MITUR 大臣兼 CORSATUR 総裁（1 名）〕、プロジェクト・マネジャー

〔CORSATUR 長官（1 名）〕、プロジェクト・コーディネーター8 名（パイロットプロジェ

クト担当官 5 名を含む）がカウンターパートとして配置された。またプロジェクトサイト

レベルにおいては、CAT ラウニオンのスタッフ 2 名が配置された。 
2) 施設の提供 

「エ」国側の投入として、首都サンサルバドルの CORSATUR 及び CAT ラウニオン事務

所内にそれぞれプロジェクトオフィスが提供された。 
3) プロジェクト活動の実施にかかる費用の支出 

「エ」国側の投入として、プロジェクト開始から 2012 年 12 月末日までの支出及び 2013
年 1 月 1 日からプロジェクト終了時までの予算として、計 39 万 5,608.65 米ドルのプロジ

ェクト活動費が支出及び予算計上された。 
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２－２ 活動実績 

プロジェクト活動の実績を表２－１に示す。 
 

表２－１ プロジェクト活動実績 

成果 （PDM Ver.2） 活動 （PDM Ver.2） 実施状況 
1.  東部地域の観光開発の

方向性が導き出される。

（ガイドライン） 

1-1 東部地域における観光開発に関する現状調査を行

う。 
実施済み 

1-2 東部地域におけるポテンシャルの高いエリアの分

析を行う。 
実施済み 

1-3 参加型で東部地域における観光開発の指針案を策

定する。 
実施済み 

2.  パイロットプロジェク

ト地域におけるパイロッ

トプロジェクト実施を通

じて地域独自の資源を活

用した観光開発に係る知

識が向上する。 

2-1 CDT/ADT との協議のもと、CORSATUR の調整に

よりパイロットプロジェクトの選定基準を作成す

る。 

実施済み 

2-2 パイロットプロジェクトを選定し、実施する。 実施中 
2-3 パイロットプロジェクト活動のモニタリング・評

価を実施し、教訓を導き出す。 
実施中 

3.  パイロットプロジェク

ト地域の CDT/ADT の能力

が向上する。（CDT と ADT
の能力強化） 

3-1 CDT/ADT やその関係者の研修ニーズを調査し、研

修を実施する。 
実施済み 

3-2 各 CDT や ADT において規則や定款の作成もしく

は改善を行う。 
実施中 

3-3 大学や、NGO、観光業者、行政機関などの関連機

関と CDT/ADT のネットワークを強化する。 
実施中 

3-4 CDT/ADT 相互の交流（第三国研修を含む）を強化

する。 
実施済み 

3-5 関係する CDT/ADT ごとに観光開発に関するコン

セプトを作成する。 
実施中 

3-6 CDT/ADT のドナー機関や NGO に対する資金協力

を含む支援依頼にかかるプロポーザル作成能力を

強化する。 

実施中 

4.  MITUR 及び CORSATUR
におけるパイロットプロジ

ェクト地域の CDT/ADT 支

援 能 力 が 向 上 す る 。

（MITUR/CORSATUR 能力

強化） 

4-1 MITUR 及び CORSATUR の、CDT/ADT とのコミュ

ニケーション能力を強化する。 
実施中 

4-2 MITUR 及び CORSATUR による、他ドナーや NGO
からの資金提供を受けるために必要な CDT/ADT
のプロポーザル作成及びプロジェクトの企画・運

営等の能力強化にかかる支援を実施する。（本邦研

修を含む） 

実施中 

4-3 MITUR 及び CORSATUR は、パイロットプロジェ

クト地域において法人格をもたない CDT の法人化

を行う。 

実施中 
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成果 （PDM Ver.2） 活動 （PDM Ver.2） 実施状況 
5.  CDT/ADT の活動モデル

が開発され、東部地域に普

及される。（モデルの開発と

普及） 

5-1 成果 1 から 4 を通じて、CDT/ADT 能力強化のため

の提言をまとめ、モデルを構築する。 
実施中 

5-2 東部地域に対してモデル普及のためのセミナーを

開催する。 
実施中 

 
プロジェクト活動は、PDM Ver.2 に沿っておおむね計画どおりに実施されている。しかしなが

ら、プロジェクト対象地域の初期の活動・投入状況や一部の人員交替により、PO Ver.2 と比較す

るとパイロットプロジェクトの完了（活動 2-2）にやや遅れが生じており、したがって、教訓を

導き（活動 2-3）、パイロットプロジェクト活動を含む活動全体から CDT/ADT の能力強化のため

の提言をまとめる活動（活動 5-1）が遅れ気味である。また、CDT/ADT による観光開発コンセプ

ト作成への支援（活動 3-5）、CDT/ADT によるファンドレイジングを含む支援依頼にかかるプロ

ポーザル作成能力を強化する活動（活動 3-6）も計画と比べてやや遅延している。 
 
なお、5 つのパイロットプロジェクトの実施状況は表２－２のとおりである。 

 
表２－２ パイロットプロジェクトの実施状況 

1. 観光地図 （ラウニオン、コンチャグア、サンタロサデリマ） 
CORSATUR/CAT ラウニオン、対象 3 市の ADT、国家中小企業委員会（Comisión Nacional de la Micro 

y Pequeño Empresa：CONAMYPE）等の関係者間でワークショップを開催し、観光地候補場所や観光

資源を把握した。それを基に観光地図のデザインを検討した。終了時評価調査時点では、観光地図

を各 2,000 部印刷し、計画に沿って配布している。また観光地図のウェブ化を進めるほか、地図配

布状況のモニタリング結果に対するフィードバック、観光地図作成マニュアルの作成も行っている。 
本パイロットプロジェクトから派生した活動として、同活動に関心を示した他の 3 市における観

光地図作成も着手されたところである。さらに、対象 13 市を網羅する観光地図作成についても地域

ADT3の主導のもとで進められている。 
2. 観光標識（ラウニオン、コンチャグア、インティプカ） 

対象市において CORSATUR/CAT ラウニオン及び CDT/ADT との間でワークショップを開催し、

対象市の有する観光資源・観光施設を整理し、標識を設置する観光地及び設置場所を決定した。そ

の後、標識のデザインや材料の調達・加工を行い、同時に市役所に対して標識設置の許可を申請し

た。設置許可を得た市から順に CDT/ADT メンバーが中心となって標識の設置作業を行っており、

終了時評価調査時点では全 40 カ所中 34 カ所において設置を完了している。標識の盗難対策も課題

とされる。活動を整理し、維持管理マニュアルを作成する予定。 
  

                                                 
3 CAT ラウニオン管下の 13 市の CDT/ADT の代表より構成される。 
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3. マングローブツアー（インティプカ） 
MITUR/CORSATUR、CAT ラウニオンはマングローブツアー運用を目的に CDT の法人化を支援し、

CONAMYPE による法的手続き支援をもとに 2011 年 5 月に ADT インティプカ（Asociación de 
Desarrollo Turístico de Intipucá：ADESTI4）という法人が設立された。終了時評価調査時点では本プ

ロジェクトの現地活動費で購入されたカヤックを利用したマングローブツアーを運用している。

ADESTI メンバーはツアーのコース開発、ツアーガイド、ツアーの運営管理を担当している。ツア

ー販売の実績もあり、アンケートを通じた利用客の声を反映させ、ツアー内容の改善も行っている。

プロモーション材料の準備や売上金の管理スキルの向上を図っている。 
4. 観光環境教育（パサキナ） 

観光環境教育を実施する対象校 2 校の選定、モジュールと教材の作成を経て、2012 年 6 月中旬に

キックオフイベントを開催した。教材は MITUR/CORSATUR、CAT ラウニオンによって承認されて

いる。パサキナ ADT は対象校の選定やモジュール・教材の作成補佐をし、高等職業技術機構ラウニ

オン校（Modelo Educativo Gradual de Aprendizaje Técnico y Tecnológico：MEGATEC）はモジュールと

教材の作成、授業の実施を担当している。2 校における授業は 2012 年 11 月に終了し、終了時評価

調査時点ではパサキナ ADT、MEGATEC 主導のもとで 3 校目の授業を実施しており、市が必要経費

を負担するに至っている。今後は対象校数を増やし、将来的には教員が自ら授業を実施できるよう

になることを課題とする。 
5. 島巡りツアー（ラウニオン、メアンゲラデルゴルフォ） 

MITUR/CORSATUR、CAT ラウニオン、対象 CDT/ADT や地元の漁師等の関係者がツアーポイン

トやコース内容を決定し、夜釣りツアー、シュノーケリング、キャンピング、島のトレッキング等、

島巡りのコースを数種類開発している。あわせて、船の安全、湾や島に生息する動植物、島々の文

化に関するガイド研修やパンフレットの作成も行っている。終了時評価調査時点では既にツアー販

売実績を有する。一方、周遊で立ち寄る島々に桟橋がないというインフラ整備の課題が残る。これ

に対して MITUR/CORSATUR は桟橋整備計画の予算を計上し、技術プロポーザルを作成中であり、

将来的には解決される見込みである。 
 

２－３ 成果の達成状況 

(1) 成果 1 の達成状況 

成果 1：東部地域の観光開発の方向性が導き出される。（ガイドライン） 
指標： 
1-1. 観光開発や観光機関に係る現状報告書が作成される。 
1-2. 観光資源調査報告書が作成される。 
1-3. 住民参加型観光開発に関するガイドライン案が作成される。 

 
成果 1 は、以下のとおり、中間レビュー調査時に 3 つの指標が満たされていることが確認

されており、達成済みである。 
 
フォンセカ湾連合地域（Asociación Intermunicipal del Golfo de Fonseca：ASIGOLFO）13 市

の観光に関するベースライン調査は 2010 年 10 月から 2011 年 2 月にかけて実施され、観光現

状調査報告書が作成された（指標 1-1）。東部地域における観光資源についての調査分析の結

                                                 
4 対象 13 市においてはインティプカ市の ADT のみが自らを ADESTI と呼称していたため、本報告書においてはそのように記

載する。その他の CDT/ADT に関しては特に固有名詞は確認されなかった。 
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果は、同観光現状調査報告書に記載されている（指標 1-2）。 
また、東部地域における観光開発の指針案（ガイドライン）は作成され、2011 年 6 月の第

2 回 JCC において承認されている（指標 1-3）。 
 

(2) 成果 2 の達成状況 

成果 2：パイロットプロジェクト地域におけるパイロットプロジェクト実施を通じて地域

独自の資源を活用した観光開発に係る知識が向上する。 
指標： 
2-1. パイロットプロジェクトの選定基準・指針が策定される。 
2-2. パイロットプロジェクト地域において少なくとも 5つのパイロットプロジェクトが実

施される。 
2-3. パイロットプロジェクト活動から導き出された教訓を含んだモニタリング・評価報告

書が作成される。 
2-4. パイロットプロジェクト実施に係る CDT/ADT のメンバーの半分以上において観光開

発に対する意識や行動に変化がみられる。 
 

成果 2 は、パイロットプロジェクトに関するモニタリング・評価報告書が作成されること

（指標 2-3）を除き、ほぼ達成される見込みである。 
 
パイロットプロジェクトの選定基準は 2011 年 3 月に、また観光開発戦略は同年 7 月に策定

され、これらを基に 5 つのパイロットプロジェクトが選定された（表２－３参照、指標 2-1）。 
 
5 つのパイロットプロジェクトは 2011 年 11 月から 2012 年 1 月の間に開始され、6 市（ラ

ウニオン、コンチャグア、パサキナ、インティプカ、サンタロサデリマ、メアンゲラデルゴ

ルフォ）で実施されている。パイロットプロジェクト活動は 2012 年 12 月までに終了する計

画であったが、一部の活動がやや遅れており、2013 年 3 月中旬までにはすべて終了する予定

とされている（指標 2-2）。 
 

表２－３ パイロットプロジェクトの概要 

パイロット 
プロジェクト 

プロジェクト目標 対象 CDT/ADT 期間 
予算 

（米ドル）

観光地図 CDT/ADT を通じて効果的に機能

する観光地図システムを構築す

る。 

ラウニオン 
コンチャグア 
サンタロサデリマ 

2011年11月～ 
2013年3月  
（予定） 

25,966.97
（予定）

観光標識 関係者がパイロットプロジェクト

の実施を通じて観光標識の整備に

かかわるノウハウと教訓を得る。 

ラウニオン 
コンチャグア 
インティプカ 

2011年11月～ 
2013年3月 
（予定） 

23,177.29
（予定）

マングローブ

ツアー 
受益者はマングローブツアーを自

立発展的に開発・促進することが

できる。 

インティプカ 2011年11月～ 
2013年2月 
（予定） 

34,483.95
（予定）
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観光環境 
教育 

観光環境教育のためのプロジェク

トのメカニズムが構築される。 
パサキナ 2011年12月～ 

2013年2月 
22,941.70
（予定）

島巡り 
ツアー 

フォンセカ湾の島々を巡るツアー

商品を CDT/ADT 及びその他のア

クターと開発する。 

ラウニオン 
メアンゲラデルゴルフォ 

2012年1月～ 
2013年2月
（予定） 

33,603.59
（予定）

出所：プロジェクト文書 

 

CORSATUR、CAT ラウニオン、専門家チームが CDT/ADT のメンバーとともにパイロット

プロジェクトごとに作成している PDM に沿ってモニタリングを実施し、活動計画を策定し

ている。MITUR/CORSATUR においては、活動日誌の作成や日々の活動報告を通じたモニタ

リングが徹底して行われてきている。しかしながら、このようなモニタリング結果は

MITUR/CORSATUR 内で共有されるにとどまっており、専門家チームとの実施状況の協働し

た確認はより一層意識的に行われることが望ましかったと思われる。また、専門家チームと

カウンターパートが協働して、日々の活動進捗を定期的に観察・管理し、活動の遅延や促進

要因をプロジェクト関係者間で定期的に共有するようなシステム化されたモニタリングには

至っていない。なお、本プロジェクトの月間報告書は CORSATUR/CAT ラウニオン、CDT/ADT
に共有されている。 

2012 年 6 月には各パイロットプロジェクトの中間レビューが実施され、専門家が中心とな

って各パイロットプロジェクトで作成された PDM の指標の達成度を確認した。同様に、終

了したパイロットプロジェクトから順に、終了時評価が実施されている（指標 2-3）。 
 
インタビュー調査に応じてくれた CDT/ADT メンバーのほぼ全員が観光開発に対して意欲

的であった。パイロットプロジェクト実施に係る CDT/ADT メンバーの観光開発に対する意

識や行動の変化については、すべてのパイロットプロジェクトが終了する 2013 年 3 月にアン

ケート調査とヒアリングで確認する予定とされている（指標 2-4）。 
 

(3) 成果 3 の達成状況 

成果 3：パイロットプロジェクト地域の CDT/ADT の能力が向上する。（CDT と ADT の

能力強化） 
指標： 
3-1. パイロットプロジェクト地域におけるすべての CDT/ADT でニーズに基づく研修が

低１研修実施される。 
3-2. 少なくとも 6 つの CDT/ADT において規約もしくは定款が作成・改善される。 
3-3. 少なくとも 6 つの CDT/ADT において関係機関情報共有のための定期会議が月例で開

催される。 
3-4. 少なくとも 8 つの CDT/ADT においては観光開発に関するコンセプトが作成される。

3-5. 少なくとも 8 つの CDT/ADT においては 低 1 つの提案書が作成される。 
 
対象 13 市の CDT/ADT の能力に差はあるものの、6 つ以上の CDT/ADT における定款もし

くは内規の作成（指標 3-2）、8 つ以上の CDT/ADT における観光開発に関するコンセプト作

成（指標 3-4）、8 つ以上の CDT/ADT におけるプロポーザル作成（指標 3-5）の 3 つの指標の
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達成が見込まれることが確認されているため、成果 3 の達成は見込まれる。 
 
2010 年 10 月から 2011 年 1 月にかけて対象 13 市でニーズ把握を目的としたワークショッ

プが開催され、2011 年 6 月から 7 月に各市で CDT/ADT メンバー及びその他関係者との会合

が行われ、研修計画が検討された。研修は 11 コース、計 19 回実施され、対象全 13 市で 1
コース以上が開講された（2 年次：10 回、3 年次：9 回）5。参加者は参加を希望した市民であ

り、のべ 392 名（2 年次：216 名、3 年次：176 名）であった（表２－４参照）。研修によって

は近郊の対象市からの参加もあった。対象市からの要望に応じてリフレッシャートレーニン

グが実施された例もある。研修参加者のフォローアップは各 CDT/ADT が行うこととされて

いる（指標 3-1）。 
 

表２－４ 対象 13 市における研修実績 

研修名 対象 CDT/ADT 
参加者数 
（名） 

実施日 

2 年次 
起業セミナー 1 ユクアイキン 28 2011 年 11 月 5 日・12 日 

2 インティプカ 25 2011 年 11 月 9・10 日 
3 パサキナ、ボリバル 

サンタロサデリマ 
サンホセデラフエンテ 

30 2011 年 11 月 4 日・11 日 

接客サービス 
（レストラン） 

4 ラウニオン 
コンチャグア 
サンタロサデリマ 

27 2011 年 11 月 23 日・28 日 

5 サンタロサデリマ 
サンホセデラフエンテ 

19 2011 年 11 月 24 日・29 日 

接客サービス 
（ホテル） 

6 サンタロサデリマ 9 2011 年 11 月 25 日・30 日 

手工芸・民芸品 
（貝） 

7 ラウニオン 
コンチャグア 

21 2011 年 10 月 19 日～ 
12 月 14 日（計 17 回） 

8 インティプカ 22 2011 年 10 月 24 日～ 
12 月 13 日（計 16 回） 

手工芸・民芸品 
（水葦） 

9 エルカルメン 17 2011 年 10 月 21 日～ 
2012 年 1 月 15 日（計 36 回） 

手工芸・民芸品 
（ヒカロ） 

10 コンチャグア 
ラウニオン 

18 2011 年 11 月 17 日～ 
12 月 8 日（計 14 回） 

小計 216  

 
 
 
 

                                                 
5 本プロジェクトの 1 年次は 2010 年 7 月～2011 年 7 月、2 年次は 2011 年 7 月～2012 年 7 月、3 年次は 2012 年 7 月～2013 年 

7 月。 
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研修名 対象 CDT/ADT 
参加者数 
（名） 

実施日 

3 年次 
料理 1 ラウニオン 5 

 
6 

 
8 

2012 年 11 月 12～14 日 
（グループ 1） 
2012 年 11 月 19～21 日 
（グループ 2） 
2012 年 12 月 3～5 日 
（グループ 3） 

リーダー育成 2 各市・CDT/ADT の 
リーダー 

41 2012 年 11 月 7 日 

手工芸・民芸品 
（貝） 

3 チリラグア 22 2012 年 9 月 29 日～ 
12 月 2 日（計 9 回） 

手工芸・民芸品 
（竹） 

4 コンチャグア 14 2012 年 9 月 24 日～12 月 4 日 
（計 22 回） 

手工芸・民芸品 
（アルミ細工） 

5 エルカルメン 14 2012 年 9 月 21 日～10 月 7 日 
（計 9 回） 

起業セミナー 
（観光関連） 

6 メアンゲラデルゴルフォ 14 2012 年 10 月 4～5 日 

起業セミナー 
（観光関連） 

7 サンアレホ 18 2012 年 10 月 9～10 日 

観光開発基礎 
セミナー 

8 チリラグア 17 2012 年 10 月 20～21 日 

観光開発基礎 
セミナー 

9 ヤヤンティケ 17 2012 年 10 月 11～12 日 

小計 176  

合計 392  
出所：プロジェクト文書 

 
CDT が法人化して協会となるには定款を定めることが要件とされる。したがって、本プロ

ジェクト開始以前に法人化していた ADT を含め、すべての ADT は定款を有していることに

なる。本プロジェクトでは CDT/ADT に対して定款及び内規の双方を定めるよう促してきて

いる。本プロジェクト開始以降、終了時評価調査時点までに 2 つの ADT において内規ある

いは定款が策定されている。ADESTI は 2011 年 5 月の法人化の際に定款を定めており、また、

ADESTI 及び地域 ADT は内規を策定済みである（表２－５参照）。 
モラサン県の CAT ルタデパス管下の CDT 及び日本の観光協会等の事例を基に、専門家チ

ームによって CDT/ADT 向けの内規のサンプルが作成され、内規を有していない CDT/ADT
に配布されている。これらの CDT/ADT における内規の検討状況については CORSATUR/CAT
ラウニオンがフォローしていくことになっている。また、東部地域におけるその他の

CDT/ADT の内規や定款の保有状況については CORSATUR 及び CAT ラウニオンが調査中で

ある。成果 5 の CDT/ADT の活動のモデル化とも関連づけて、パイロットプロジェクト地域
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における内規や定款の作成・改善についての教訓を取りまとめ、モデルのなかに含める予定

である（指標 3-2）。 
 
終了時評価調査時点では、計 7 つの CDT/ADT（ラウニオン、サンタロサデリマ、エルカ

ルメン、パサキナ、ヤヤンティケ、インティプカ、メアンゲラデルゴルフォ）にてそれぞれ

月に 1 回ほど関係者との会議が開催されている。しかしながら、パイロットプロジェクトを

実施していない CDT/ADT には定期会議を開催していないところが多い（表２－５参照、指

標 3-3）。  
 

表２－５ パイロットプロジェクト地域の CDT/ADT の現状 

 
CDT/ADT 

CDT 
設立年月 法人化 

内規/定款

の作成6 
メンバ

ー数7 
CORSATUR
との会議の

頻度 

関係者と

の会議の

頻度 

市観光課

の有無 

1 ラウニオン 2007 年 9 月 済 無 10 月次 月次 無 
2 コンチャグア 2007 年 9 月 済 無 9 1～2 カ月

ごと 
必要時 無 

3 サンタロサデ

リマ 
2007 年 9 月 済 無 9 月 3 回 月次 無 

4 エルカルメン 2007 年 9 月 済 無 10 毎週 月次 有 
5 パサキナ 2007 年 9 月 済 無 10 月次 月次 無 
6 サンアレホ 2010 年 未 無 10 不定期 不定期 無 
7 ユクアイキン 2010 年 未 無 10 不定期 不定期 無 
8 ヤヤンティケ 2012 年 7 月 未 無 10 月 1～2 回 月次 無 
9 ボリバル 2010 年 4 月 未 無 10 不定期 無 無 

10 サンホセデラ

フエンテ 
2010 年 未 無 10 不定期 回答なし 無 

11 インティプカ 2011 年 5 月 済 有 10 月 2 回 月次 無 
12 メアンゲラデ

ルゴルフォ 
2012 年 2 月 未 無 10 月次 月次 無 

13 チリラグア 2012 年 6 月 未 無 11 不定期 無 無 
14 地域 2007 年 12 月 済 有 26 毎週 回答なし  

注：アミかけは本プロジェクト開始後に設立されたものを示す。 
出所：CORSATUR 文書並びに終了時評価調査用の質問票への回答結果及びインタビュー調査結果を基に調査団作成 

 
観光開発に係るコンセプトの作成については、2012 年 6 月に対象の各 13 市で詳細な説明

がなされた。2013 年 2 月にラウニオン市において開催された観光開発コンセプト案の発表会

では、全 13 市の CDT/ADT が作成ガイドラインに沿った形で積極的なプレゼンテーションを

行い、CORSATUR 及びモラサン県やウスルタン県の CDT 関係者よりフィードバックを得た。

2013 年 3 月までに、少なくとも 8 つの CDT/ADT が開発コンセプトを 終化することが見込

まれている。MITUR/CORSATUR による支援が人員不足により限定的であるため、MEGATEC

                                                 
6 本文に記載のとおり、ADT の場合、「無」であっても定款は有している。 
7 各 CDT/ADT の M/M（Acta）に記載されているメンバー数。 
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の学生等、外部リソースを活用して観光コンセプト作成を行っている CDT もある（指標 3-4）。 
 

プロポーザルは観光開発コンセプトのなかで掲げられる優先プロジェクトに関して作成

されることとなっており、したがって上記のとおり、対象 13 市の CDT/ADT はいずれもプロ

ポーザルの対象となるプロジェクト案を有している。終了時評価調査時点では、1 つの ADT
（サンタロサデリマ）でプロポーザルが作成されており、その他、6 つの CDT/ADT（メアン

ゲラデルゴルフォ、エルカルメン、サンホセデラフエンテ、パサキナ、サンアレホ、チリラ

グア）で作成中である。専門家チームは、2013 年 5 月中旬までにプロポーザルを完成させる

CDT/ADT は 8 つ以上にのぼると見込んでいる。作成したプロポーザルについては、2013 年

6 月にその発表会が計画されている（指標 3-5）。 
 

(4) 成果 4 の達成状況 

成果 4：MITUR 及び CORSATUR におけるパイロットプロジェクト地域の CDT/ADT 支

援能力が向上する。（MITUR/CORSATUR 能力強化） 
指標： 
4-1. CORSATUR と CDT/ADT の定期会議が少なくとも月に 1 回開催される。 
4-2. CORSATUR が主体的に管理・運営する CDT/ADT のための研修・セミナーが 10 回以

上開催される。 
4-3. パイロットプロジェクト地域においてプロジェクト開始段階で法人格をもたなかっ

た 8 つの CDT のうち 3 つが法人化される。 
 

成果 4 はおおむね達成されると見込まれる。指標 4-1 及び 4-2 は達成が見込まれる一方で、

本プロジェクトに配置されている CORSATUR のカウンターパート全員がプロジェクト活動

に十分に関与しているわけではない状況にかんがみると、カウンターパートのプロジェクト

実施体制に改善の余地はあると考えられる。 
 
指標 4-3 については、後述のとおり、CDT の法人化支援がもはや MITUR/CORSATUR の優

先課題ではないため、成果 4 の達成を測る指標としては有用ではない。 
 
2012 年 8 月以降、CORSATUR/CAT ラウニオン、地域 ADT の間では月例会議が開催されて

おり、毎回、対象各市が持ち回りで行っている（表２－６参照）。また、CORSATUR の出先

機関である CAT ラウニオンは週に 2つから 3 つの CDT/ADT をモニタリング訪問している（指

標 4-1）。 
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表２－６ CORSATUR と CDT/ADT との会議開催実績 

 CDT/ADT 名 主な議題等 日 時 
1 13 市の CDT/ADT パイロットプロジェクト開始式、研修の

打合せ 
2011 年 9 月 22 日 

2 13 市の CDT/ADT 国内研修8実施 2012 年 2 月 17～18 日 
3 ラウニオン 新市長への挨拶、ADT の概要説明 2012 年 5 月 23 日 
4 インティプカ 新市長への挨拶、CDT の概要説明 2012 年 5 月 23 日 
5 サンタロサデリマ 新市長への挨拶、ADT の概要説明 2012 年 5 月 23 日 
6 チリラグア CDT 設立及び概要説明 2012 年 6 月 18 日 
7 10 市の CDT/ADT CDT/ADT の現状、コンセプト作成 2012 年 6 月 19 日 
8 ヤヤンティケ CDT 設立及び概要説明 2012 年 6 月 25 日 
9 地域 地域の現状と今後についての説明 2012 年 8 月 23 日 

10 ボリバル CDT メンバーの改編 2012 年 9 月 11 日 
11 地域 CDT/ADT メンバーの改編 2012 年 9 月 12 日 
12 ヤヤンティケ CDT の概要説明 2012 年 9 月 14 日 
13 ラウニオン ADT メンバーの改編 2012 年 9 月 21 日 
14 地域 

（会場：サンタロサデリマ） 
活動報告及び活動計画策定 2012 年 10 月 16 日 

15 13 市の CDT/ADT パイロットプロジェクト及び研修につ

いての報告 
2012 年 11 月 17 日 

16 地域 
（会場：エルカルメン） 

活動報告及び活動計画策定 2012 年 11 月 29 日 

17 地域 
（会場：サンミゲル） 

パイロットプロジェクトについての報

告 
2012 年 12 月 11 日～12 日 

18 地域 
（会場：ラウニオン） 

13 市を網羅する観光地図作成について

の打合せ 
2013 年 2 月 8 日 

出所：プロジェクト文書 

 
CORSATUR による CDT/ADT を対象とした研修もしくはセミナーは、終了時評価調査時点

で計 9 回（全国規模では 5 回、対象 13 市向けは 4 回）開催されている（表２－７参照）。今

後、パイロットプロジェクト及び研修の成果発表会、各市における新プロジェクト案に係る

プロポーザル発表会、観光地図配布説明会、モデル普及セミナーが計画されており、プロジ

ェクト終了時までには計 10 回以上の研修もしくはセミナーの開催が見込まれている（指標

4-2）。 
 
 
 
 
 

                                                 
8 2012 年 2 月 17 日～18 日（2 日間）、13 市の CDT/ADT のメンバー他プロジェクト関係者（45 名）を対象に国内西部地域へ

の研修を実施。 
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表２－７ CORSATUR による CDT/ADT 対象の研修・セミナー開催実績 

 研修・セミナー名 参加者 日 時 
1 Pueblos Vivos9全国大会 計 167 市の関係者 2011 年 8 月 12 日 
2 全国 CDT ミーティング 約 300 名 2012 年 2 月 7 日、8 日 
3 CDT/ADT の現状に関する

セミナー 
対象 13 市の CDT/ADT 関係者 
約 30 名 

2012 年 6 月 19 日 

4 Pueblos Vivos 全国大会 計 203 市の関係者 2012 年 9 月 1 日、2 日 
5 地域 ADT に関するセミナー 対象 13 市の CDT/ADT 関係者 

約 40 名 
2012 年 9 月 12 日 

6 全国 CDT ミーティング 
（西部地域） 

約 250 名 2012 年 12 月 5 日、6 日 

7 全国 CDT ミーティング 
（東部地域） 

約 100 名 2012 年12 月11 日～12 日 

8 第三国研修 対象 13 市の関係者他、計 38 名 2013 年 1 月 27 日～ 
2 月 1 日 

9 観光開発コンセプト発表会 対象 13 市の関係者計 87 名他、モラ

サン県及びウスルタン県の関係者 
2013 年 2 月 21 日 

出所：プロジェクト文書 

 
CDT インティプカは 2011 年 5 月に法人化して ADESTI となり、それとは別に営利活動を

行う目的で、終了時評価調査時には協同組合結成の手続きを進めているところである。また、

3 つの CDT（サンアレホ、サンホセデラフエンテ、ユクアイキン）が法人化に関心を示して

いる（前掲の表２－５参照）。 
MITUR/CORSATUR によれば、CDT の法人化は CDT の意思によるものであり、そのため

の CDT への支援は MITUR/CORSATUR にとっての優先事項ではないことが終了時評価調査

時に確認された。したがって、指標 4-3 は CDT の組織としての成熟度を測る指標としては有

用であっても、成果 4 の成果を測る指標としては必ずしも適切ではないという整理を行った。 
終了時評価調査中に、CDT が法人格を取得するには少なくとも 3 つの選択肢（①非営利目

的で内務省に登記される観光協会10、②非営利目的で各市に登記されるコミュニティ開発協

会（Asociación de Desarrollo Comunitario：ADESCO）、③営利目的で協同組合開発協会（Instituto 
Salvadoreño de Fomento Cooperativo：INSAFOCOOP）11に登記される協同組合があることが明

らかになった。法人化に関心をもつ CDT はそれぞれのニーズに合致する形態を選択すること

となる。CAT ラウニオンは CDT に対し、法人化を技術的に支援する機関12と連携しつつ、手

続きに関する情報を提供している（指標 4-3）。 
 

                                                 
9 「元気な街（人々）」の意。地域の天然資源や文化資源を活用した観光開発の担い手は地域住民自身であるという考え方。 
10 指標 4-3 は中間レビュー調査後の PDM Ver.2 への改定時に、MITUR/CORSATUR 側の強い意向により新規に追加されたもの

であった。MITUR/CORSATUR はこれまで①の法人化を推進してきたが、法人化の手続きには時間と費用を要すること、ま

た一度法人化されて更新手続きを行うに際しては活動報告の義務が発生するが、その履行能力を備えた CDT/ADT は限られ

ているという事情を背景に、MITUR/ CORSATUR が法人化を拡大することの意義をあまり見出さなくなったことが理由と考

えられる。 
11 財務省の外郭団体。 
12 本文中の①については CONAMYPE、②は各市役所、③は INSAFOCOOP が法人化支援を行う。 
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(5) 成果 5 の達成状況 

成果 5：CDT/ADT の活動モデルが開発され、東部地域に普及される。（モデルの開発と

普及） 

指標： 
5-1. ガイドラインを含む、プロジェクトの教訓を基にしたモデルが開発される。 
5-2. モデル普及のためのセミナーが少なくとも 4 回開催される。 

 
成果 5 については、終了時評価調査時点では本プロジェクトの実施を通じて得られた教訓

に基づいて開発される予定のモデルの素案の作成が始められたところである。係る活動はカ

ウンターパートと専門家チームがともに進めていくこととなっており、成果 5 の達成は可能

と見込まれる。 
本プロジェクトの対象地域である東部 4 県の特徴と現状の整理は完了している。今後は県

ごとのテーマを設定したうえでモデルを構築する予定とされている。パイロットプロジェク

トやその他のプロジェクト活動からの提言や教訓を盛り込み、東部地域における観光開発の

方法をまとめた書類を作成することになる。専門家チームによれば、モデル案の作成を 2013
年 1 月から 3 月に、JICA 本部との協議を 2013 年 4 月から 5 月中旬に行い、2013 年 5 月下旬

に CORSATUR との協議を経て 終的に承認を得るという流れで作業を進める計画である（指

標 5-1）。 
 
上記のとおり、モデルが開発されたら、2013 年 6 月に東部 4 県の各県においてセミナーが

開催される予定となっている（指標 5-2）。 
 
２－４ プロジェクト目標の達成見込み 

プロジェクト目標：東部地域において地域コミュニティに裨益する官民連携による持続可能な

観光開発の体制を構築する。 

指標： 
1. CDT/ADT の役割と位置づけを明文化する。 
2. 開発されたモデル（JICA La Unión Model）が標準モデルとして CORSATUR に承認される。 
3. パイロットプロジェクト地域の一部の地域においては観光セクターの雇用が増加する。 

 
CDT/ADT の能力強化が十分に図られ（成果 3）、また、他地域でも機能するモデルが構築され

る（成果 5）ことを条件に、プロジェクト目標が達成される見込みは高いと判断される。これら

の成果はプロジェクト終了時までに達成されることが見込まれている。 
 
終了時評価調査時点では、CDT/ADT の役割と位置づけを明記した文書の草案が専門家チーム

によって作成されたところである（指標 1）。 
 
CORSATUR はプロジェクト実施から得られた教訓を反映したモデル（“La Unión Model”）を専

門家チームとともに開発し、2013 年 5 月までに承認することとなっている（指標 2）。 
 



－21－ 

終了時評価調査においては、パイロットプロジェクト地域における観光セクターの雇用状況を

確認できる統計資料は入手できなかった。一方で、対象 13 市の CDT/ADT のメンバー等を対象に

実施された質問票調査13では、回答者の 8 割近くが市の観光セクターにおける雇用が増加したと

思う（29％が「非常にそう思う」、50％が「ややそう思う」）と回答している。 
2012 年末時点の対象 13 市における観光関連企業数に関しては、20 社以上が 1 市（ラウニオン）、

5 社から 9 社が 2 市（チリラグア、コンチャグア）、1 社から 4 社が 3 市（インティプカ、メアン

ゲラデルゴルフォ、サンタロサデリマ）であった。また同年末時点の宿泊施設数は、5 軒から 9
軒が 2 市（チリラグア、ラウニオン）、1 軒から 4 軒が 2 市（コンチャグア、サンタロサデリマ）

であった14。これらのデータは 2012 年のものしかなく、プロジェクト開始前と比較することはで

きなかった。 
CAT ラウニオンを訪問した観光客数は、2009 年の 225 人（国内客 174 人、外国人客 51 人）か

ら 2012 年には 950 人（国内客 718 人、外国人客 232 人）へと、プロジェクト開始前と比べて 3
年間で約 4 倍に増加した15（指標 3）。 

 

２－５ 上位目標の達成見込み 

上位目標：東部地域において地域特有の資源を生かしたコミュニティ・ツーリズムが確立され

る。 

指標： 
1. 東部地域において地域コミュニティが主体となって開発された観光商品が増加する。 
2. 東部地域の観光セクターの雇用が増加する。 

 
プロジェクト終了までにプロジェクト目標が達成されるという前提条件が満たされれば、上位

目標はプロジェクト終了 3 年から 5 年後に達成される見込みが高いと判断される。 
MITUR/CORSATUR はプロジェクト終了後も CDT/ADT の能力強化支援を継続する意思を示し

ている。他方、終了時評価調査時点においては、他国政府が発出する「エ」国への渡航情報によ

ると、特に外国人観光客にとって治安上の懸念があると考えられる。また、本プロジェクトに参

画したカウンターパートが勤続するかについては、MITUR/CORSATUR のカウンターパートには

契約ベースの職員が多い現状と、2014 年 3 月に大統領選挙が予定されていることにかんがみると

不確実性がある。しかしながら、MITUR/CORSATUR のカウンターパートは当面は CAT ラウニオ

ンと連携しながらプロジェクト活動を継続的に支援していく意向を明確に示している。 
 
本プロジェクトを通じて終了時評価調査時までに開発された観光商品16には、マングローブツ

アー、島巡りツアー、観光環境教育教材、3市の観光地図、水葦の民芸品がある。東部地域におけ

る観光商品の開発は、主に CDT/ADT と市の連携を通じて継続されることが見込まれる（指標 1）。 

                                                 
13 2013 年 1 月 27 日～2 月 1 日に実施された第三国研修中に、参加者 34 名を対象に専門家チームが実施した質問票調査。 
14 出所：CORSATUR 文書 
15 出所：CORSATUR文書。本データは、観光案内所としての機能をもつ CATを訪問した観光客数であるが、各 CATの立地条

件が一様でない（必ずしも良好でない）ことを考慮すると、精度はあまり高いといえない。したがって、ここではあえて

CAT ラウニオンと他の CAT の観光客数の推移を比較していない。なお、モラサン県に所在する CAT ルタデパスでは 2012
年から本データをとり始めたばかりである。 

16 ここでは、本プロジェクトの実施を通じて生まれたものを示す。 
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本プロジェクトのインパクトに加えて、中米地域で観光産業が高まりをみせている現状にかん

がみると、東部地域における観光セクターの雇用は増加が見込まれる（指標 2）。 
 

２－６ プロジェクトの実施プロセス 

調査団は本プロジェクトがおおむね適切に実施されていることを確認した。以下にプロジェク

トの実施プロセスにかかる主要な点を示す。 
(1) 「エ」国側のオーナーシップとモチベーション 

CORSATUR はプロジェクト全体のコーディネーションに加え、5 つのパイロットプロジェ

クトにそれぞれ責任者を配置した。島巡りツアーのパイロットプロジェクトについては、観

光商品開発及びプロモーションに関して CORSATUR の責任者の貢献が大きく、大いに進捗

をみせた。観光環境教育、観光標識のパイロットプロジェクトについても、それぞれ責任者

の積極的な参画があった。マングローブツアーの責任者もある程度はパイロットプロジェク

トに関与した。そして、プロジェクト・コーディネーターはプロジェクト全体の調整業務に

加え、必要に応じてパイロットプロジェクト関連の活動を支援した。 
 
CAT ラウニオンには 2 名のスタッフが配置されたが、プロジェクト期間の大半はやむを得

ない事情により 1 名体制であった。CAT ラウニオンのスタッフのプロジェクト活動への関与

は非常に大きいが、観光案内所としての機能を果たす CAT 事務所を空けることができない、

本省の上司の許可が得られない等の理由で、専門家チームとプロジェクトサイト訪問を常に

ともにすることはできなかった。 
 
他方、CAT ラウニオンは通常業務として対象 13 市の各 CDT/ADT を定期訪問している。関

係者へのインタビュー調査を通じて、CAT ラウニオンと CDT/ADT とのコミュニケーション

はプロジェクト活動を通じて一層強化されたことが確認されている。 
 

(2) CDT/ADT レベルの能力強化 
終了時評価時点においては、対象 13 市のすべての CDT/ADT が観光開発を推進することに

意欲を示している。各 CDT/ADT は、地元の祭りや料理といった文化資源や自然資源を含む

地域の資源を活用した観光開発のコンセプトを有することの重要性を認識している。積極的

なリーダーの存在する CDT/ADT はそうでないところと比べてより効果的にプロジェクトに

参画している。 
本プロジェクトの第 1 年次と第 3 年次に実施された第三国研修は、対象 13 市の CDT/ADT

のメンバー、カウンターパート、協力者の間のネットワーク構築を促進したことが関係者へ

のインタビュー調査を通じて確認されている。特に第 3 年次の第三国研修において、参加者

は副次的にチームワークを学んだほか、パイロットプロジェクトを通じて開発したツアー商

品や研修で習得したスキルを生かして商品化した民芸品のプロモーションを研修先のニカラ

グアやホンジュラスで行う機会を得た。 
 

(3) モニタリングの実施 
各パイロットプロジェクトやその他のプロジェクト活動を担当する専門家はそれぞれを
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担当する CORSATUR 側のカウンターパートとペアになり、共同責任の下でモニタリングを

実施することとされていたが、体系化されたモニタリングの仕組みは確認できなかった。ま

た、この一連のモニタリング活動に CAT ラウニオンは十分に巻き込まれていなかったように

見受けられた。中間レビュー調査後、専門家チームは月に 1 度のペースで PDM に記された

指標に沿って活動の進捗確認を行うようにはなったが、モニタリング結果を基に、必要とさ

れる活動の軌道修正を適時に行えていないケースもあった。 
 

(4) コミュニケーション 
MITUR/CORSATUR、専門家チーム、JICA 現地事務所の間のコミュニケーションに関して

は、中間レビュー調査後、四半期ごとにプロジェクト活動の進捗モニタリングを目的とした

会合をもつようになったことで一定の改善はみられている。しかしながら、関係者へのイン

タビュー調査より、MITUR/CORSATUR と専門家チームの間でプロジェクト活動に関する情

報共有が適時行われていなかったケースもあった。専門家チームによって作成されているプ

ロジェクトの月間報告書は MITUR/CORSATUR に共有されていたものの、内容に関しての一

層の議論も必要であったと思われる。 
 

(5) 他機関及び他プロジェクトとの連携 
東部地域開発プログラムを構成する「高等職業技術機構（MEGATEC）ラウニオン校指導

力向上プロジェクト（2009～2012）」のターゲットグループであった MEGATEC は観光科を

設置しており、本プロジェクトに関しては観光環境教育のパイロットプロジェクト及び

CDT/ADT による観光開発コンセプト作成において技術支援を行っている。こうした活動は

学生の社会奉仕活動（servicio social）やボランティア活動として位置づけられているため、

今後も継続が見込まれる。 
その他、パイロットプロジェクトや CDT/ADT の能力強化に係る活動の実施を通じても、

CONAMYPE17、大学等とのネットワークが強化されている。 
また、インタビュー調査を通じて、青年海外協力隊による活動が本プロジェクトに間接的

に貢献していたことがわかった（メアンゲラデルゴルフォ市における貝を使った民芸品作り、

サンタロサデリマ及びサンホセデラフエンテ市における観光教育活動）。 
 

(6) 中間レビュー調査時の提言のフォローアップ状況 
プロジェクト側が中間レビュー調査時に受けた各提言への対応状況は以下に示すとおり

である。 
1) 現行の PDM の改定を行い、プロジェクト関係者間で改めてプロジェクトに対する共通

認識をもつ。 
 

中間レビュー調査後に PDM の改訂が行われ、プロジェクト関係者間でプロジェクトの

ゴールや活動に関する認識をある程度共有することができた。 
 

                                                 
17 CONAMYPE はマングローブツアーのパイロットプロジェクト、ADESTI の法人化等において技術支援を行っ

てきている。 
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2) 専門家はカウンターパートとともにモニタリング体制の改善及び強化を図る。 
中間レビュー調査後、専門家チームは PDM を意識して活動を実施するようになった。、

プロジェクト活動を体系的にモニタリングするためには、一層の意識が必要である。（詳

細は本報告書の「２－５ プロジェクトの実施プロセス」の(3)を参照）。 
 

3) 専門家及び CORSATUR、CAT ラウニオンは、地域 ADT が CORSATUR/CAT ラウニオン

と連携して各 CDT/ADT への支援を継続していけるよう、効果的にプロジェクト活動に

取り込んでいく。 
 

地域 ADT は対象 13 市の CDT/ADT の代表によって構成されているが、移動のための交

通手段が限られている、メンバーによって活動内容に対する関心度に差がある等の理由に

より、実際に活動に参加しているメンバーは限られている。その 1 つの対応策として、2012
年 8 月以降、13 市の CDT/ADT が持ち回りで月例会議を開催している。 

 
観光地図のパイロットプロジェクトは 3 市で実施されたが、終了時評価時には地域 ADT

の主導のもと、新たな 3 市において観光地図の作成が始められている。さらに、13 市を網

羅する地図の作成も進められている。 
 

4) プロジェクト関係者（MITUR/CORSATUR、専門家、JICA 事務所）間のコミュニケーシ

ョンを改善する。 
 

MITUR/CORSATUR、専門家チーム、JICA の間のコミュニケーションに関しては、中間

レビュー調査後、四半期ごとにプロジェクト活動の進捗モニタリングを目的とした会合を

もつようになったことで一定の改善はみられている。しかしながら、関係者へのインタビ

ュー調査より、プロジェクト活動に関する情報共有が MITUR/CORSATUR と適時行われて

いないケースもあった（詳細は本報告書の「２－５ プロジェクトの実施プロセス」の(4)
を参照）。 

 
5) 東部地域へのモデル普及に向けて、効率的な投入を行い、プロジェクト活動を推進する。 

 
モデルの開発に係る活動は計画に比べて遅れ気味である。専門家チームは

MITUR/CORSATUR とともにプロジェクト終了時までのスケジュールを見直し、同活動を

加速させていくことになる。 
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第３章 評価結果 
 
３－１ 評価 5 項目による評価 

本プロジェクトは評価 5 項目に基づき、5 段階（高い、やや高い、中程度、やや低い、低い）

で評価された。 
 
３－１－１ 妥当性 

妥当性は、高い 
本プロジェクトは「エ」国側の国家政策「開発 5 カ年計画 2010～2014（Plan Quinquenal de 

Desarrollo 2010-2014）」及び「国家観光計画 2020（Plan Nacional de Turismo 2020）」と合致して

いる。また、MITUR/CORSATUR は CDT を全国に設けることにより、地域住民が観光開発を通

じた経済活動の担い手であるという“Pueblos Vivos”の概念を推進している。 
 
日本の対「エ」国国別援助方針では「自立的かつ持続的な開発の促進」を基本方針としてい

る。また、本プロジェクトは同援助方針における重点分野の 1 つ「経済の活性化と雇用拡大」

に対応する協力プログラム「東部地域開発プログラム」を構成しており、ラウニオン港周辺地

域の産業育成を実施していることからも、日本の政府開発援助（Official Development Assistance： 
ODA）政策とも整合しているといえる。 

 
対象 13 市の CDT/ADT のメンバー及び地域住民が自らの市の観光開発のポテンシャルを認識

していることがインタビュー調査によって確認された。さらに、市レベルにおいては CDT/ADT
と市の連携を通じて、また地域（ASIGOLFO）レベルにおいては地域 ADT の主導の下での各市

の連携を通じて観光開発のメカニズムを構築するニーズが存在している。 
 

３－１－２ 有効性 
有効性は、やや高い 
本報告書の「２－３ 成果の達成状況」で述べたとおり、プロジェクト終了時までに、

CDT/ADT の能力強化が十分に図られ（成果 3）、本プロジェクトの実施から得られた教訓を基

に他地域でも機能するモデルが開発され、対象 4 県に普及される（成果 5）ことで、プロジェ

クト目標が達成されると見込まれる。 
 
プロジェクト目標の達成に係る外部条件に関しては、「エ」国政府が東部地域における観光

開発を重要視していることが確認された。同国政府が観光開発への投資重点地域として位置づ

ける観光回廊が国内に 7 つあるが、うち 3 つが東部地域に位置することもその裏づけとなる。 
 
本プロジェクトの背景には、ラウニオン港の建設、スペイン国際協力開発機構（Agencia 

Española de Cooperación Internacional para el Desarrollo：AECID）の支援により CDT の仕組みが

導入されたこと、2009 年にフォンセカ湾を通過し中米を縦断するルートが新規に開通したこと

があった。これらを背景に、首都のツアーオペレーターの数名が東部地域に目を向けるように

なったこと、そして本プロジェクトの存在自体がプロジェクト目標達成への貢献要因となった
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ことが関係者へのインタビュー調査を通じて明らかになった。 
 
プロジェクト目標達成への留意事項としては、中間レビュー調査時までパイロットプロジェ

クト対象地域である ASIGOLFO13 市をプロジェクトの主たる活動地域及び裨益対象地域とし

ていたことが考えられる。このようなプロジェクト対象地域の初期の活動・投入がプロジェク

トの一部の活動計画とその進捗に影響を及ぼしたと推測される。 
 
３－１－３ 効率性 

効率性は、中程度 
本報告書の「２－３ 成果の達成状況」で述べたとおり、プロジェクト終了時までにはすべ

ての成果の達成が見込まれている。しかしながら、特に成果 3 の CDT/ADT の能力強化及び成

果 5 のモデルの開発と普及に関連するプロジェクト活動については、PO と比べるとやや遅れ

がみられる。 
 
日本側の投入に関しては、専門家の派遣、資機材供与、本邦研修及び第三国研修の実施、現

地業務費の支出ともにおおむね適切に行われていることが確認された。 
 
「エ」国側の投入に関して、カウンターパートの配置については、中央レベルではプロジェ

クト・コーディネーターと 5 つの各パイロットプロジェクトに責任者が置かれ、またプロジェ

クトサイトレベルでは CAT ラウニオンにスタッフが配置された。しかしながら、特にパイロッ

トプロジェクトに関して各責任者の貢献度には差が出た。CORSATUR が、カウンターパートが

東部地域に出張する際の日当及び宿泊費を予算化していないこともその一因として挙げられ

る。 
 
専門家チームとカウンターパートともに一部の人員交替が複数回重なったために、必ずしも

コミュニケーションが円滑ではなく、ひいてはプロジェクト活動の進捗に一部影響を及ぼした

ことがあった。 
 
成果の達成に係る外部条件については、2012 年 3 月の市長選挙後に地域 ADT をはじめとし

た複数の CDT/ADT においてメンバーが大きく交替したことがあった。このことへの対応とし

て、CORSATUR/CAT ラウニオンは係る CDT/ADT の組織強化を目的に再編を支援し、終了時評

価調査時点では立て直しが図られている組織もみられた。 
 
３－１－４ インパクト 

インパクトは、やや高い 
本報告書の「２－４ プロジェクト目標の達成見込み」で述べたとおり、プロジェクト目標

の達成を前提に、上位目標の達成はプロジェクト終了 3 年から 5 年後に達成されることが見込

まれる。 
 
上位目標の達成に係る外部条件については、MITUR/CORSATUR は CDT/ADT の能力強化を
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継続する意思を示している。一方で、終了時評価調査時点では特に外国人観光客にとって「エ」

国の治安が良好ではなく、また、本プロジェクトに参画したカウンターパートの勤続について

は不確実性がある。 
 
終了時評価調査を通じて確認された正のインパクトは以下に示すとおりである。 
 

・国内の全市を参加対象とし、MITUR/CORSATUR によって年に一度開催される“Pueblos Vivos”
のイベント18は、参加各市の観光資源への気づきを促し、また、市の存在を他地域に知らし

める機会ともなっている（ヤヤンティケ、ユクアイキン、サンホセデラフエンテ）。2012 年

9 月に行われたイベントには、ASIGOLFO から計 10 市が参加した。 
 

・対象 13 市の CDT/ADT のメンバー等を対象に実施された質問票調査19では、回答者の約 8 割

が地域住民の多くが観光開発を意識するようになったと思う（「非常にそう思う」あるいは

「ややそう思う」）と答えている。また、インタビュー調査より、例えばビーチの清掃をす

る、ゴミのポイ捨てをやめるなど、地域住民の行動にも変容がみられていることが確認され

ている（メアンゲラデルゴルフォ、サンホセデラフエンテ、ラウニオン、パサキナ）。 
 

・プロジェクトの実施を通じて地域観光開発を志向する機運が高まり、メアンゲラデルゴルフ

ォ市（2012 年 6 月）、チリラグア市（2012 年 6 月）、ヤヤンティケ市（2012 年 7 月）が CDT
を設立した。 

 
・さらにヤヤンティケ CDT のメンバーは、CDT の活動と切り離して商業活動を行う目的で、

終了時評価調査時点においては協同組合結成のための手続きを開始している。 
 

・対象 13 市内で唯一の市として、エルカルメン市役所内に観光課が設置された。終了時評価

調査時点では対象地域の大多数の市が観光課の新設に関心を示している。 
 

・複数の市で開講された民芸品作りの研修への参加者の大半は女性である。これらの研修やパ

イロットプロジェクトに参加した女性は観光関連の活動に積極的に参画するようになりつ

つあり、また、CDT/ADT にも女性メンバーは多数含まれている。 
 

・島巡りツアーのパイロットプロジェクトに関しては、責任者である CORSATUR の商品開発

課の担当がファムトリップを複数回実施しており、終了時評価調査時点においては、同活動

が同課の年次計画に組み込まれている。島巡りツアーはテレビや新聞にたびたび取り上げら

れており、ツアーオペレーターも既にツアー商品の販売を行っている。これらの対象地域で

は地域住民の観光への意識の大きな高まりがみられている（ラウニオン、メアンゲラデルゴ

ルフォ）。 
 

                                                 
18 市として参加することが条件とされる。一般投票が行われ、部門ごとに入賞市が決定される。 
19 2013 年 1 月 27 日～2 月 1 日に実施された第三国研修中に、参加者 34 名を対象に専門家チームが実施した質問票調査。 
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・エルカルメン市で実施された水葦を使った民芸品作りの研修を修了した 4 名が独自のロゴマ

ークを作って民芸品の商品化を行い、同市は水葦の民芸品によってその存在が知られるよう

にもなった。市内のオロメガ湖を汚染する不要物とされてきた水葦を活用することで、多少

なりとも環境保全にも貢献しているといえる。CORSATUR はこのスキルを東部地域外のスチ

トト市及びアパネカ市に普及させたい意向を示している。 
 

・ラウニオン市においては、本プロジェクトの第 1 年次に実施された国内研修での学びを生か

し、旧駅舎を活用したイベント（ナイトマーケット）を開始した。同イベントは、終了時評

価調査時においては毎週土曜日の夕刻に行われるようになっている。 
 

・パイロットプロジェクトの島巡りツアーや、水葦を使った民芸品作りなど、パイロットプロ

ジェクト開始時には対象地域の一部の人が活動に取り組んでいたが、同活動実施地における

他のコミュニティメンバーが活動に参加するようになったり、パイロットプロジェクトを実

施していない他のコミュニティメンバーが同様の事業を実施しようとする動きがあったり

と、成果が他に波及しつつある。 
 

・2012 年中頃より国内外における東部地域の観光についてのプロモーション活動が積極的に

行われるようになってきている〔米国カリフォルニア州海事学校の生徒約 350 名がラウニオ

ン港に寄港した際にパンフレットを用いたプロモーション活動を実施し、地元観光のツアー

を販売（ADT ラウニオン、地域 ADT 他：2012 年 6 月）。ツーリスト・バケーション・エキ

スポへ参加し、水葦等の民芸品やマングローブツアーのプロモーション活動を実施（ADT エ

ルカルメン、ADESTI：2012 年 7 月）。クラサオ島にてフロリダ－カリビアン・クルーズ協会

（Florida-Caribbean Cruise Association：FCCA）のイベントに参加し、パンフレットを用いた

プロモーション活動を実施（CORSATUR、地域 ADT：2012 年 9 月～10 月）。スペイン・マド

リッドにて国際観光フェア（Feria Internacional de Turismo：FITUR）に参加し、島巡りツアー

に関してパンフレットを用いたプロモーション活動を実施（2013 年 1 月～2 月）〕。 
 

・パサキナ市における観光環境教育のパイロットプロジェクト活動の一環として、内陸部に位

置する小学校の児童の遠足が実施された。学校教育に通常組み込まれていない遠足という行

事を通じて、市内にあるビーチを初めて訪れたという児童が大多数を占め、教員及び保護者

が遠足の意義を実感することになった。 
 

・終了時評価調査時には、観光環境教育を自らの市でも実施したいという CDT/ADT が多数み

られている。ADT コンチャグアは自らパサキナ市のパイロットプロジェクトを視察に行き、

準備に着手している。 
 

・ADT パサキナと CDT メアンゲラデルゴルフォは ADESTI が実施するマングローブツアーの

パイロットプロジェクトに影響を受け、自らの市が有する観光資源に合わせた形でツアー開

発に着手している。 
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他方、プロジェクト開始時には想定されていなかった点として、当該プロジェクトの本体で

ある日本の有償資金協力により建設されたラウニオン港がまだ十分に機能していないことが

挙げられる。当初計画では、港湾利用者が呼び水となり、港の発展とともに観光産業が活発化

されることが期待されていた。今後、同港が十分に活用されることで当地における更なる観光

産業の発展が見込める。 

 
３－１－５ 持続性 

持続性は、やや高い 
(1) 政策・制度面 

MITUR/CORSATUR は CDT/ADT の能力強化を継続し、地域住民主導型の観光政策のコ

ンセプトである“Pueblos Vivos”を継続的に推進していく意向を示している。観光開発推

進の体制として MITUR/CORSATUR が CDT を支援することは法律に立脚したものである20。 

 
CDT/ADT に関しては、リーダーが存在するところでは観光関連の活動が積極的に実施

されている一方で、財務管理やレポーティング力といった組織運営に必要な能力はどの

CDT/ADT でも共通してまだ限定的なものとなっている。 

 
(2) 財政面 

CORSATUR の CDT/ADT 支援に係る予算は今後も確保される見通しで、年に 1 度の全国

CDT ミーティングや“Pueblos Vivos”のイベントに加え、起業ワークショップ等が引き続

き実施されることが見込まれている。 
他方、CDT/ADT が財政面での持続性を確保していくことは大きな課題として残る。観

光関連の事業収入を得る仕組みを構築することを第一に、中央政府や市の補助金や NGO
等のドナー機関からの支援、また家族や親類からの仕送りを活用した資金確保などが想定

される。加えて、CDT/ADT が投融資を受けられるようにするための技術支援を提供する

外部機関との連携も重要と考えられる。 

 
(3) 技術面 

本プロジェクトの実施を通じて得られた教訓を基に構築されるモデルの普及に関して

は、CORSATUR の主導の下、東部地域の全 4 県においてセミナーが開催されることとなっ

ている。したがって、CORSATUR はプロジェクト終了後もモデルの普及を継続することが

可能と見込まれる。 

 
終了時評価調査時点では、モデル開発については着手されたばかりであるため、モデル

の他地域への普及・適用性についての判断は現時点では困難である。しかしながら、モデ

ルの開発は専門家チームとカウンターパートがともに行うため、その質は担保されること

が見込まれる。 

 
                                                 
20 CORSATUR の法律では CDT への支援については記載されているが、ADT については言及されていないため、CORSATUR

としては「CDT/ADT への支援」について書面に明記することは困難とのことである。しかしながら、実質的には CDT、ADT
の双方に対して能力強化を支援していく CORSATUR の方針が本終了時評価調査を通じて確認されている。 
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(4) 持続性に関するその他の貢献要因 
プロジェクトがパイロット活動で対象とした 13 市の CDT/ADT は本プロジェクトの終了

後も観光開発を推進し続けていくことに意欲を示している。 
 
また、米国支援によるミレニアム・チャレンジ・アカウント（Fondo del Milenio：

FOMILENIO）第 2 フェーズが、沿岸海洋地域持続的総合開発戦略（The Strategy for Integral 
and Sustainable Development in the Marine Coastal Area in El Salvador 2012-2024）の実施支援

という位置づけでまもなく開始されることが終了時評価調査時点で見込まれている。この

FOMILENIO によって、沿岸部のインフラ整備やそれに関連する人材開発が行われるとさ

れており、本プロジェクトの対象地域の一部も裨益が想定される。観光セクターでの支援

も含まれることにかんがみると、同地域における観光客の増加が見込まれる。 
 

３－２ 結論 

プロジェクト目標は、実質的に残された 4 カ月のプロジェクト期間内で達成されると見込まれ

る。特に、成果 3 の CDT/ADT の能力強化と成果 5 のモデルの開発と普及については活動計画を

見直し、効率性の高い投入を行うことで有効性を高めることが必要となる。 
 

本プロジェクトの妥当性は、両国の政策との整合性、日本の技術の優位性、プロジェクト対象

地のニーズとの一致という観点から「高い」と判断された。 
 

本プロジェクトの有効性は、プロジェクト目標の指標の達成度と今後の活動の進捗にかんがみ

た達成見込みより「やや高い」と判断された。本プロジェクトの背景には、ラウニオン港の建設、

スペインの支援により CDT の仕組みが導入されたこと、2009 年にフォンセカ湾を通過し中米を

縦断するルートが新規に開通したことがあった。これらを背景に、東部地域に注目するツアーオ

ペレーターが出てきたこと、そして本プロジェクトの存在自体がプロジェクト目標達成への貢献

要因となったことが関係者へのインタビュー調査を通じて明らかになった。 
 

本プロジェクトの効率性は、成果 3 の CDT/ADT の能力強化及び成果 5 のモデルの開発と普及

に関連するプロジェクト活動については PO と比べるとやや遅れがみられること、「エ」国側の投

入に関してカウンターパートのプロジェクトへの貢献度に差が出たこと、専門家チームとカウン

ターパートともに一部の人員交替が複数回重なったために、必ずしもコミュニケーションが円滑

ではなくプロジェクト活動の進捗に一部影響を及ぼしたことから「中程度」と判断された。 
 

プロジェクト目標がプロジェクト期間内に達成されることを前提とすると、上位目標の達成見

込みは高いこと、また正のインパクトが多数確認されたことから、本プロジェクトのインパクト

は「やや高い」と判断された。 
 

本プロジェクトの持続性は、その政策・制度面、技術面等から「やや高い」と判断された。

CDT/ADT の財務面での持続性の確保が重要となる。 
 

以上より、プロジェクト終了時までにプロジェクト目標の達成が見込まれると判断される。 
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第４章 提言と教訓 
 
４－１ 提言 

(1) 短期（プロジェクト終了時までにプロジェクト側が実施すべき事項） 
1) 専門家チーム 
・カウンターパートとの連携強化 

プロジェクトの有効性を高めるために残りのプロジェクト期間においてカウンターパー

トとの連携（特に相談）をより一層改善する必要がある。特にプロジェクト目標達成に

かかわる成果 5 のモデル開発や普及に係る活動は、早いタイミングでカウンターパート

とともに活動計画を見直し、モデル開発や普及について十分に相談し活動を続けること

が重要である。 
 

・適応可能なモデルの開発支援 
終了後の持続性を勘案し MITUR/CORSATUR が自立発展していくために、カウンターパ

ートのオーナーシップの醸成を図ることが重要である。そのためにも、成果 5 の普及活

動はカウンターパート主導で活動を展開できるようなモデルとなるよう、開発支援を行

う必要がある。 
 

2) カウンターパート 
・専門家チームとの協働に基づく活動実施 

プロジェクトのインパクト及び持続性を高めるためにも、成果 5 のモデル開発・普及開

発の活動をカウンターパートが中心となって積極的に行うことが重要である。モデルの

普及だけではなくモデル開発についても、専門家チームとともに全体的内容を検討する

ことが必要である。 
 

(2) 中・長期（プロジェクト終了後に「エ」国側が実施すべき事項） 
・地域の観光を包括的に推進する仕組みの構築 

東部地域における観光開発を地域が一体となって推進するためには、各市や各 CDT/ADT
をつなげる仕組みが必要である。例えば、各市に設立されることが推測される観光課が定

期的に情報共有を行うような観光課連合などの仕組みを検討するなども検討に値する。 
 

・CDT/ADT のインセンティブを助長させる活動の実施 
東部地域の観光開発を推進するために、本プロジェクトを通じて観光開発への取り組み意

識が向上した CDT/ADT を中心に、各 CDT/ADT がインセンティブを継続もしくは鼓舞さ

せるような仕組みづくりが重要である。例えば、東部地域に限定した“Pueblos Vivos”を

行うことなども一案。 
 

・観光商品のプロモーション促進 
東部地域の観光産業の活性化を図り、島巡りツアーやマングローブツアーなど本プロジェ
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クトで開発された商品を含む当該地域の観光商品のプロモーションを促進することが望

まれる。 
 

・地域 ADT の能力強化 
東部地域における地域住民を主体とした観光開発を推進するためには、プロジェクトで主

たる対象とした 13 市の CDT/ADT の代表からなる地域 ADT が地域の観光を牽引するよう

な中心的な役割を担うことが重要である。 
 

・CDT/ADT の相互訪問の実施 
地域の資源を生かした観光開発を行うには、地元同士の協力関係を強化することが重要で

ある。そのためには、CDT/ADT 間で互いに現地視察を行う機会を設け、相互の意識を高

めるような工夫をすることが望まれる。 
 

・インフラ整備、治安整備及び安全確保 
地域の観光基盤を強化し、観光を活性化するためには観光客の受入れに堪えうるインフラ

整備を行うことが重要。併せて、訪れた観光客が安全・安心に滞在できるように治安整備

を行うことが今後の同地における観光振興には重要である。少なくとも東部地域における

治安が終了時評価調査時以上に悪化しないように、地域住民に治安面の重要性を訴えるこ

とや、観光警察の充実化などを図ることが大切である。 
 

・観光関連統計データ収集システムの整備 
戦略的な観光開発を計画するうえで、市レベルで観光関連の統計データ収集システムを整

備することが重要。また、収集したデータを分析できるよう能力強化が必要。 
 
・CAT 組織再編について 

本調査実施前に、MITUR/CORSATUR が「エ」国全国にある出先機関の再編を検討して

いる旨、専門家チームより情報共有がなされており、本プロジェクト対象地域については、

東部地域 4 県の 1 つであるサンミゲル県にサンミゲル支所を設置し、CAT ラウニオンと

CAT ルタデパスの機能を 1 カ所に集約する可能性があるとのことであった。 
今次調査にて、MITUR/CORSATUR に現状を確認したところ、CAT 組織再編はまだ「構

想」の段階であり大臣に再編の提案をしている状況であることが判明した。また、再編の

考え方は、現存の各地域にある CAT を集約するような発想ではなく、地方分権化の一種と

して地方支所を設立し、支所にはもともとの CAT 職員を配置させるだけではなく MITUR/ 
CORSATUR 職員を配置するという考え方であることが分かった。また、CDT/ADT へのヒ

アリング調査にて、多くの CDT/ADT メンバーは彼らの観光活動を推進していくうえで、

現存する CAT ラウニオンと CAT ルタデパスの存在意義は大きいことを示唆しており、コ

ンセプト発表会の場において CORSATUR 職員に対して CAT/ADT が CAT 再編の見直しを

依頼するような場面も見受けられた。 
現状としては、今すぐに体制が変わるということはないと思われるが、CAT が再編され
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支所が設置された場合、東部 4 県に散らばる各 CDT/ADT に対して均一な技術支援を行っ

ていけるかどうかは留意を有する。MITUR/CORSATUR は支所に配置・配備される人的・

物質的なリソースも踏まえ、運営体制を整備することが求められる。 
 

４－２ 教訓 

(1) 地域のリーダーの発見と参加促進 
本プロジェクトのように地域住民を参画させるようなプロジェクトを行う場合、地域住民

や地元組織の中でリーダー的存在の人物を見つけ出し、プロジェクトに積極的にかかわって

もらうよう促すことが重要である。 
 

(2) 適切な時期における PDM 改定の重要性 
本プロジェクトは PDM 指標の具体的な数値が設定されていない PDM を 2 年近く使用して

きた経緯がある。PDM はプロジェクトの運営管理上参考となるものであるため、事業運営を

的確に行ううえでも適切な時期における PDM の改定が重要である。 
 

(3) モニタリングシステムの導入 
プロジェクト活動の進捗状況に応じてプロジェクトを軌道修正するには、適切なモニタリ

ングシステムを導入し確立することが重要である。 
 

(4) プロジェクト活動記録の蓄積 
類似のプロジェクトを立案するうえで、先例となるプロジェクトの教訓は貴重な参考資料

となる。よって、実施したプロジェクトの活動に関する成功例や失敗例を記録し、取りまと

めておくことが大切である。 
 

(5) 地域の競争優位の増進 
地域の経済開発をめざすためには競争優位を構築することが重要であることから、国内外

に対して観光商品を宣伝し認知度を高めることが重要である。 
 



 
 
 
 
 
 

付 属 資 料 

１．協議議事録（Minutes of Meetings：M/M） 

２．主要面談者リスト 

３．評価グリッド 

４．質問票 
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